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第68号
2023.1.25発行

■12月定例会（議案審議）
■12月定例会（補正予算）
■ここが聞きたい一般質問（７名）
■議員全員協議会
■４年間の議員活動報告
■行政報告

「今年も日は昇る」
～ 光り輝く年に ～

（写真提供：平野 敏彦 委員）

 
 

   

 

第４回定例会　行政報告
住民票等コンビニ交付サービスの開始、海岸漂着物（流木）の対応状況について報告がありました。

報告内容は抜粋して掲載しております。

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
も
引
続

き
コ
ロ
ナ
禍
に
翻
弄
さ
れ
た

一
年
で
し
た
が
、
本
年
は
町

民
の
笑
顔
輝
く
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
本
号
に
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
す
が
、
長
年
の
懸

案
事
項
で
あ
り
ま
す
木
ノ
下

小
学
校
区
へ
の
郵
便
局
設
置

に
つ
い
て
、
24
年
春
に
開
局

さ
れ
る
運
び
と
な
り
、
北
部

地
区
の
生
活
の
利
便
性
が
向

上
す
る
も
の
と
喜
ん
で
い
ま

す
。

　
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価

高
騰
を
踏
ま
え
、
全
町
民
へ

の
商
品
券
配
布
が
決
ま
り
、

町
民
生
活
の
安
定
に
少
し
で

も
繋
が
れ
ば
と
願
う
も
の
で

す
。

　
最
後
に
、
12
月
定
例
会
の

一
般
質
問
は
７
名
に
よ
っ
て

行
わ
れ
、
様
々
な
課
題
に
つ

い
て
議
論
さ
れ
ま
し
た
。
皆

様
、
積
極
的
に
傍
聴
く
だ
さ

り
議
会
を
身
近
に
感
じ
て
頂

け
れ
ば
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　 

　
広
報
委
員 

田
中 

正
一

　町議会会議規則に「質問者は、議長の定めた期間内
に、議長にその要旨を文書で通告しなければならな
い。」と規定されており、定例会招集告示日を含め13日
後の午前中までが締切日となりますが、町民の意見を
取り上げ、質問するかは議員の個別判断となります。

　議員一般質問へ「町民の意見」を取上げてもら
うためには、いつまでに伝えれば間に合いますか。

＝傍聴者の “ギモン ”＝

【報告概要】
　マイナンバーカードを所有している住民が、全国
のコンビニ等に設置されているマルチコピー機を利
用し、住民票や印鑑登録証明書等を取得でき、役場
閉庁時（早朝、夜間や休日）でも、町内外問わず最
寄りのコンビニ等で必要な証明書を取得できるサ
ービスを開始する。

【サービス内容】
○令和５年１月10日から
○利用可能時間
　午前６時30分から午後11時まで
○取得できる証明書

※詳しくは、おいらせ町のホームページをご覧下さい。

【報告概要】
　８月３日からの大雨による被害により、二川目か
ら横道の海岸に大量の流木等が漂着した。

【町の対応】
　関係課との打合せや海岸パトロール、県の関係部
署と協議を実施。９月15日に水門等の海岸保全施
設に支障が出ると思われる区間の流木を県が撤去
し、10月中旬以降に砂浜の堤防付近に集積すると
報告があった。ペットボトル等の簡易なごみは町で
撤去するよう依頼があり、10月12日に関係課職
員で海岸清掃を実施。

【海岸管理者の対応】
　管理者である上北地域県民局が地元業者と契約
し、10月17日から21日まで一川目から横道区間
の海岸の流木を撤去・集積。

【今後の対応】
○県が撤去・集積した流木は、希望者に無償提供し、
処分については引き続き県と協議する。

　
○今回、県で撤去しなかった
二川目の海岸区間は、今後、
国の海岸漂着物処理の補助
金を活用し、町で撤去作業
を実施する予定。

◆住民票等コンビニ交付サービスの開始 ◆海岸漂着物（流木）の対応状況

第１回定例会のお知らせ
令和５年３月２日（木）午前10時から

おいらせ町議会では、
みなさんの傍聴をお待ちしています。

傍聴の際はマスク着用をお願いします。
●問い合せ　議会事務局（本庁舎３階）
●電　　話　０１７８（５６）２１１２

1
2
3
4
5

証明書の種類
住民票の写し（謄本・抄本）
印鑑登録証明書
所得課税（非課税）証明書
戸籍謄本・抄本
戸籍の附票

１通の手数料
３００円
３００円
３００円
４５０円
３００円

た
な
か
し
ょ
う
い
ち

（関連記事６ページ参照）

答

問



　令和４年第４回定例会は、12月１日から６日までの６日間
の会期で開かれました。
　町教育委員会委員の任命同意、地方公務員法の一部改正に
伴う関係条例の整理に関する条例制定、町下水道条例の一部
改正、令和４年度一般会計補正予算及び特別会計補正予算な
どを審議しました。報告１件、承認２件、議案19件が上程され、
いずれも原案のとおり可決しました。

▼ 

12
月
定
例
会
　議
案
審
議

▼ 

12
月
定
例
会
　議
案
審
議
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12月

定例会

▼ 議　案　一　覧（報告１件、承認２件、議案 19 件　全案可決）

報告第 ７ 号　専決処分の報告について（自動車破損
に係る損害賠償の額の決定について）

承認第 ８ 号　専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度おいらせ町一般会計補正
予算（第３号）について）

承認第 ９ 号　専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度おいらせ町一般会計補正
予算（第４号）について）

議案第６８号　おいらせ町教育委員会委員の任命につ
き同意を求めることについて

議案第６９号　おいらせ町教育委員会委員の任命につ
き同意を求めることについて

議案第７０号　地方公務員法の一部改正に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定について

議案第７１号　おいらせ町職員の定年等に関する条例
等の一部を改正する条例について

議案第７２号　おいらせ町一般職の職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例について

議案第７３号　おいらせ町特別職の職員の給料等に関
する条例の一部を改正する条例につい
て

議案第７４号　おいらせ町議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の一部を改正
する条例について

議案第７５号　おいらせ町下水道条例の一部を改正す
る条例について

議案第７６号　おいらせ町公民館条例の一部を改正す
る条例について

議案第７７号　おいらせ町病院事業の設置等に関する
条例の一部を改正する条例について

議案第７８号　おいらせ町みなくる館・おいらせ町立
図書館・大山将棋記念館の指定管理者
の指定について

議案第７９号　上十三・十和田湖広域定住自立圏の形
成に関する協定の一部を変更する協定
の締結について

議案第８０号　令和４年度おいらせ町一般会計補正予
算（第５号）について

議案第８１号　令和４年度おいらせ町国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）について

議案第８２号　令和４年度おいらせ町公共下水道事業
特別会計補正予算（第３号）について

議案第８３号　令和４年度おいらせ町農業集落排水事
業特別会計補正予算（第２号）について

議案第８４号　令和４年度おいらせ町介護保険特別会
計補正予算（第２号）について

議案第８５号　令和４年度おいらせ町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）について

議案第８６号　令和４年度おいらせ町病院事業会計補
正予算（第３号）について

議 案主 な 審 議
問
　
町
道
瑕
疵
の
車
の
破
損
の
報

告
が
度
々
あ
る
が
、
今
年
度
町
道

に
穴
が
開
い
て
い
る
件
数
は
。

　答
　
町
道
通
行
車
両
が
道
路
に
生

じ
た
穴
に
よ
り
左
前
輪
の
タ
イ
ヤ

が
破
損
し
た
。
担
当
課
の
パ
ト
ロ

ー
ル
で
対
応
し
て
き
た
が
、
町
道

総
延
長
は
約
４
０
０
㎞
あ
り
、
役

場
全
職
員
、
郵
便
局
員
及
び
町
民

か
ら
の
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
、

早
期
発
見
し
対
応
し
て
い
る
。
情

報
提
供
い
た
だ
い
た
穴
の
数
は
11

月
30
日
ま
で
で
、郵
便
局
員
68
件
、

町
民
79
件
、
町
職
員
30
件
、
計
１

７
７
件
。

　
今
後
も
情
報
提
供
の
呼
び
か
け

を
継
続
し
対
応
し
て
い
く
。

問
　
改
正
給
料
表
備
考
欄
に
「
教

育
委
員
会
に
勤
務
す
る
職
員
で
市

町
村
立
の
小
学
校
又
は
中
学
校
の

校
長
、
教
頭
又
は
教
諭
か
ら
任
命

さ
れ
た
も
の
に
適
用
す
る
。」
と

あ
る
が
、
ど
う
い
う
ケ
ー
ス
か
。

　答
　
当
町
の
学
務
課
指
導
室
に
勤

務
し
て
い
る
指
導
主
事
で
学
校
教

諭
１
名
、
教
頭
１
名
の
計
２
名
が

任
命
さ
れ
て
い
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
業
務
精

算
金
の
内
容
と
月
別
利
用
状
況
及

び
目
標
に
対
す
る
達
成
状
況
は
。

答
　
お
い
ら
バ
ス
運
行
に
対
す
る

国
か
ら
の
交
付
金
で
、
事
業
者
が

国
へ
申
請
し
補
助
金
を
受
け
、
町

へ
精
算
納
付
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
利
用
状
況
は
８
月
末
ま
で
の
実

績
で
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、

目
標
を
１
日
当
た
り
約
70
人
と
し

て
い
る
が
達
成
し
て
い
な
い
。

再
　
任
命
者
は
誰
か
。

　答
　
町
が
採
用
し
、
町
教
育
委
員

会
に
出
向
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
任
命
し
て
い
る
。

問
　
百
石
中
学
校
か
ら
一
川
目

の
簡
易
郵
便
局
ま
で
の
歩
道
は

防
雪
柵
の
無
い
場
所
で
、
風
の

影
響
で
か
な
り
危
険
な
積
雪
と

な
る
が
町
の
除
雪
対
応
は
。

　答
　
県
管
理
道
路
の
歩
道
除
雪

は
地
元
で
行
う
こ
と
に
な
る

が
、当
該
箇
所
は
距
離
が
長
く
、

町
内
会
で
の
対
応
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
町
で
の
除
雪
を
考
え

て
い
る
。
除
雪
が
必
要
な
と
き

は
情
報
提
供
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
除
雪
作
業
の
出
動
は
、

降
雪
何
㎝
以
上
で
誰
が
指
示

し
、
除
雪
依
頼
の
連
絡
は
ど

こ
が
担
当
か
。

答
　
降
雪
10
㎝
以
上
を
基
本

と
し
て
、
地
域
整
備
課
が
指

示
す
る
。
除
雪
依
頼
は
地
域

整
備
課
ま
で
。

問
　
国
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
副
反
応
の
実
例
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
国
民
は
不
安
を
感
じ

て
い
る
が
町
の
考
え
は
。

答
　
国
は
毎
月
、
接
種
体
制
の
確

保
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、

副
反
応
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
、

概
ね
影
響
が
な
い
と
の
説
明
で
あ

る
。
町
は
疑
う
科
学
的
根
拠
を

持
っ
て
い
な
い
た

め
、
引
き
続
き
接

種
体
制
を
確
保
し

て
い
く
。

問
　
農
作
物
の
食
害
が
発
生
し
て

い
る
。
有
害
鳥
獣
駆
除
委
託
費
に

つ
い
て
、
猟
友
会
等
へ
の
委
託
状

況
は
。

答
　
猟
友
会
員
は
10
名
程
度
。
農

地
に
確
保
カ
ゴ
を
設
置
し
、
捕
え

た
際
に
連
絡
を
受
け
、
町
職
員
が

同
行
し
駆
除
し
て
い
る
。

田中 正一 議員
たなか しょういち

松林 義光 議員
まつばやしよしみつ

佐々木 勝 議員
ささき まさる

川口 弘治 議員
かわぐち ひろじ

楢山 　忠 議員
ならやま ただし

平野 敏彦 議員
ひらの としひこ

よしだ みつる

吉田　 満 氏
（一川目）

みむら のぶこ

三村 伸子 氏
（五丁目）

　
任
期
は
令
和
４
年
12
月

17
日
か
ら
４
年
間
と
な
り

ま
す
。

第
68
号
、
69
号

教
育
委
員
会
委
員
が決

定

▲８月末までの１日当たりの
　平均利用者は42.3人

月
４
５
６
７
８

人　数
９３１人

１,１６７人
１,３１２人
１,４２９人
１,６３３人

か
　
し

 

人 

事 

案 

件

問答 問答

問答

問答問答

問答 問

答

再答



　令和４年第４回定例会は、12月１日から６日までの６日間
の会期で開かれました。
　町教育委員会委員の任命同意、地方公務員法の一部改正に
伴う関係条例の整理に関する条例制定、町下水道条例の一部
改正、令和４年度一般会計補正予算及び特別会計補正予算な
どを審議しました。報告１件、承認２件、議案19件が上程され、
いずれも原案のとおり可決しました。

▼ 

12
月
定
例
会
　議
案
審
議

▼ 

12
月
定
例
会
　議
案
審
議
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12月

定例会

▼ 議　案　一　覧（報告１件、承認２件、議案 19 件　全案可決）

報告第 ７ 号　専決処分の報告について（自動車破損
に係る損害賠償の額の決定について）

承認第 ８ 号　専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度おいらせ町一般会計補正
予算（第３号）について）

承認第 ９ 号　専決処分の承認を求めることについて
（令和４年度おいらせ町一般会計補正
予算（第４号）について）

議案第６８号　おいらせ町教育委員会委員の任命につ
き同意を求めることについて

議案第６９号　おいらせ町教育委員会委員の任命につ
き同意を求めることについて

議案第７０号　地方公務員法の一部改正に伴う関係条
例の整理に関する条例の制定について

議案第７１号　おいらせ町職員の定年等に関する条例
等の一部を改正する条例について

議案第７２号　おいらせ町一般職の職員の給与に関す
る条例の一部を改正する条例について

議案第７３号　おいらせ町特別職の職員の給料等に関
する条例の一部を改正する条例につい
て

議案第７４号　おいらせ町議会の議員の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の一部を改正
する条例について

議案第７５号　おいらせ町下水道条例の一部を改正す
る条例について

議案第７６号　おいらせ町公民館条例の一部を改正す
る条例について

議案第７７号　おいらせ町病院事業の設置等に関する
条例の一部を改正する条例について

議案第７８号　おいらせ町みなくる館・おいらせ町立
図書館・大山将棋記念館の指定管理者
の指定について

議案第７９号　上十三・十和田湖広域定住自立圏の形
成に関する協定の一部を変更する協定
の締結について

議案第８０号　令和４年度おいらせ町一般会計補正予
算（第５号）について

議案第８１号　令和４年度おいらせ町国民健康保険特
別会計補正予算（第２号）について

議案第８２号　令和４年度おいらせ町公共下水道事業
特別会計補正予算（第３号）について

議案第８３号　令和４年度おいらせ町農業集落排水事
業特別会計補正予算（第２号）について

議案第８４号　令和４年度おいらせ町介護保険特別会
計補正予算（第２号）について

議案第８５号　令和４年度おいらせ町後期高齢者医療
特別会計補正予算（第２号）について

議案第８６号　令和４年度おいらせ町病院事業会計補
正予算（第３号）について

議 案主 な 審 議
問
　
町
道
瑕
疵
の
車
の
破
損
の
報

告
が
度
々
あ
る
が
、
今
年
度
町
道

に
穴
が
開
い
て
い
る
件
数
は
。

　答
　
町
道
通
行
車
両
が
道
路
に
生

じ
た
穴
に
よ
り
左
前
輪
の
タ
イ
ヤ

が
破
損
し
た
。
担
当
課
の
パ
ト
ロ

ー
ル
で
対
応
し
て
き
た
が
、
町
道

総
延
長
は
約
４
０
０
㎞
あ
り
、
役

場
全
職
員
、
郵
便
局
員
及
び
町
民

か
ら
の
情
報
提
供
を
呼
び
か
け
、

早
期
発
見
し
対
応
し
て
い
る
。
情

報
提
供
い
た
だ
い
た
穴
の
数
は
11

月
30
日
ま
で
で
、郵
便
局
員
68
件
、

町
民
79
件
、
町
職
員
30
件
、
計
１

７
７
件
。

　
今
後
も
情
報
提
供
の
呼
び
か
け

を
継
続
し
対
応
し
て
い
く
。

問
　
改
正
給
料
表
備
考
欄
に
「
教

育
委
員
会
に
勤
務
す
る
職
員
で
市

町
村
立
の
小
学
校
又
は
中
学
校
の

校
長
、
教
頭
又
は
教
諭
か
ら
任
命

さ
れ
た
も
の
に
適
用
す
る
。」
と

あ
る
が
、
ど
う
い
う
ケ
ー
ス
か
。

　答
　
当
町
の
学
務
課
指
導
室
に
勤

務
し
て
い
る
指
導
主
事
で
学
校
教

諭
１
名
、
教
頭
１
名
の
計
２
名
が

任
命
さ
れ
て
い
る
。

問
　
デ
マ
ン
ド
交
通
運
行
業
務
精

算
金
の
内
容
と
月
別
利
用
状
況
及

び
目
標
に
対
す
る
達
成
状
況
は
。

答
　
お
い
ら
バ
ス
運
行
に
対
す
る

国
か
ら
の
交
付
金
で
、
事
業
者
が

国
へ
申
請
し
補
助
金
を
受
け
、
町

へ
精
算
納
付
す
る
仕
組
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
利
用
状
況
は
８
月
末
ま
で
の
実

績
で
次
の
と
お
り
と
な
っ
て
お
り
、

目
標
を
１
日
当
た
り
約
70
人
と
し

て
い
る
が
達
成
し
て
い
な
い
。

再
　
任
命
者
は
誰
か
。

　答
　
町
が
採
用
し
、
町
教
育
委
員

会
に
出
向
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ

ぞ
れ
任
命
し
て
い
る
。

問
　
百
石
中
学
校
か
ら
一
川
目

の
簡
易
郵
便
局
ま
で
の
歩
道
は

防
雪
柵
の
無
い
場
所
で
、
風
の

影
響
で
か
な
り
危
険
な
積
雪
と

な
る
が
町
の
除
雪
対
応
は
。

　答
　
県
管
理
道
路
の
歩
道
除
雪

は
地
元
で
行
う
こ
と
に
な
る

が
、当
該
箇
所
は
距
離
が
長
く
、

町
内
会
で
の
対
応
が
困
難
で
あ

る
た
め
、
町
で
の
除
雪
を
考
え

て
い
る
。
除
雪
が
必
要
な
と
き

は
情
報
提
供
い
た
だ
き
た
い
。

問
　
除
雪
作
業
の
出
動
は
、

降
雪
何
㎝
以
上
で
誰
が
指
示

し
、
除
雪
依
頼
の
連
絡
は
ど

こ
が
担
当
か
。

答
　
降
雪
10
㎝
以
上
を
基
本

と
し
て
、
地
域
整
備
課
が
指

示
す
る
。
除
雪
依
頼
は
地
域

整
備
課
ま
で
。

問
　
国
か
ら
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接

種
後
の
副
反
応
の
実
例
が
報
告
さ

れ
て
お
り
、
国
民
は
不
安
を
感
じ

て
い
る
が
町
の
考
え
は
。

答
　
国
は
毎
月
、
接
種
体
制
の
確

保
に
関
す
る
説
明
会
を
開
催
し
、

副
反
応
の
発
生
状
況
に
つ
い
て
、

概
ね
影
響
が
な
い
と
の
説
明
で
あ

る
。
町
は
疑
う
科
学
的
根
拠
を

持
っ
て
い
な
い
た

め
、
引
き
続
き
接

種
体
制
を
確
保
し

て
い
く
。

問
　
農
作
物
の
食
害
が
発
生
し
て

い
る
。
有
害
鳥
獣
駆
除
委
託
費
に

つ
い
て
、
猟
友
会
等
へ
の
委
託
状

況
は
。

答
　
猟
友
会
員
は
10
名
程
度
。
農

地
に
確
保
カ
ゴ
を
設
置
し
、
捕
え

た
際
に
連
絡
を
受
け
、
町
職
員
が

同
行
し
駆
除
し
て
い
る
。

田中 正一 議員
たなか しょういち

松林 義光 議員
まつばやしよしみつ

佐々木 勝 議員
ささき まさる

川口 弘治 議員
かわぐち ひろじ

楢山 　忠 議員
ならやま ただし

平野 敏彦 議員
ひらの としひこ

よしだ みつる

吉田　 満 氏
（一川目）

みむら のぶこ

三村 伸子 氏
（五丁目）

　
任
期
は
令
和
４
年
12
月

17
日
か
ら
４
年
間
と
な
り

ま
す
。

第
68
号
、
69
号

教
育
委
員
会
委
員
が決

定

▲８月末までの１日当たりの
　平均利用者は42.3人

月
４
５
６
７
８

人　数
９３１人

１,１６７人
１,３１２人
１,４２９人
１,６３３人

か
　
し

 

人 
事 

案 

件

問答 問答

問答

問答問答

問答 問

答

再答



※一問一答方式の場合、60分の制限時間内であ
れば、質問の回数に制限はありません。

　「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原
稿を作成しており、スペースの都合上、質問と
答弁を要約しています。

※会議録は、議会事務局（本庁舎３階）や町議会
ホームページ

（https://www.town.oirase.aomori.jp/site/
gikai/）で閲覧できます。
また、本会議場で傍聴することもできます。

※「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導によ
る政策論議です。

　年 4 回の定例会で行われます。
　議員が、町の一般事務について、執行機関に対しそ

の執行の状況及び将来の方針等について所信をただ
し、事実関係を明らかにすることにより、現行の政
策を見直し、あるいは新規の政策を採用させるなど
の目的効果があります。

よりよいまちづくりのために

ここが聞きたい
一般質問

▼ 

定
例
会
　12
月
補
正
予
算

▼ 

一
般
質
問
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社会福祉施設等
原油価格・物価高騰対策

支援金

町内認定こども園
原油価格・物価高騰対策

支援金
生活支援商品券

支給事業費補助金
県議会議員

選挙費機械器具費

【コロナ対応事業】
原油価格・物価高騰による
生活費の負担軽減等を図る
ため、町民１人につき５千
円の商品券を支給
新設 補正額  1億3,050万円

令和５年４月執行予定の統
一地方選挙から期日前投票
所の増設に伴いパソコン等
を購入

新設 補正額  412 万円

【コロナ対応事業】
原油価格・物価高騰により
施設運営に影響を受けてい
る社会福祉施設等への支援
金
新設 補正額  2,721 万円

【コロナ対応事業】
原油価格・物価高騰により
施設運営に影響を受けてい
る町内認定こども園への支
援金

新設 補正額  657万円

新型コロナウイルス
ワクチン接種協力金

施設開設準備経費助成
特別対策事業費補助金

地域密着型サービス等
提供施設整備費補助金

特別養護老人ホームに併設
されるショートステイ用居
室の増床工事への補助金

（国補助：10/10）
新設 補正額 8,960 万円

特別養護老人ホームに併設
されるショートステイ用居
室の増床整備に必要な物品
購入等への補助金

（国補助：10/10）
新設 補正額 1,678 万円

【コロナ対応事業】
町の検診や予防接種等へ協
力いただく医科歯科施設
へ、燃料高騰による負担軽
減のための支援金

新設 補正額 370 万円

【コロナ対応事業】
接種対象拡大及び接種回数
増加に伴い、期間延長に係
る事業費の増額

補正額 689 万円
補正後 1,127 万円

学校給食材料費町電子図書館の
図書購入費海岸漂着物撤去委託料 病院事業会計

医業外収益補助金

町内医療施設原油価格
高騰対策支援金

８月豪雨の影響により百石
海岸に漂着した流木の集積
委託料

（県補助：7/10）
新設 補正額 256 万円

【コロナ対応事業】
新型コロナウイルス感染症
対応事業に対する補助金

補正額 879 万円
補正後 3,383 万円

【コロナ対応事業】
電子図書購入による増額

補正額 70 万円
補正後 100 万円

【コロナ対応事業】
食材価格高騰分を増額
補正額 803 万円
補正後 1 億 3,310 万円

12月の主な一般会計補正予算（第５号）

歳入歳出予算の総額に４億７,５２０万円を増額し、予算の総額は、1１８億８,６８３万円としました。

特別会計／公営企業会計　補正予算
特別会計 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容

国民健康保険（第 2 号） 1,151 万円 23 億 1,940 万円 基金積立金及び県費返還金等
公共下水道事業（第 3 号） 277 万円 10 億 6,241 万円 洋光台地区下水道施設復旧業務委託料等
農業集落排水事業（第 2 号） 275 万円 2 億 9,636 万円 光熱水費及び処理施設機能強化対策事業委託料等
介護保険（第 2 号） 84 万円 24 億 8,264 万円 食の自立支援事業委託料等
後期高齢者医療（第 2 号） 33 万円 2 億 5,738 万円 後期高齢者医療システム改修委託料等
病院事業会計（第 3 号） 667 万円 10 億 911 万円 公立病院経営強化プラン調査分析委託料等

※千円の位を四捨五入しています。

ページ 議員（質問順） 主な質問項目

9 吉　村　敏　文　議員
よ し む ら

さとし

ただし

○おいらせ病院の移転計画等は
○木ノ下小学校区への郵便局新規開局に伴う課題は
○二の川の環境整備は　○安全な歩道整備事業は

8 平　野　敏　彦　議員
ひ　ら　の

○農家の収入確保のための国等の助成対策の実態は
○８月の大雨被害対応は

10 澤　上　　　訓　議員
さ わ か み

と し ぶ み

○青森県太平洋沖最大規模地震、津波被害対策は
○ゴミ問題について伺う

7 楢　山　　　忠　議員
な ら や ま

と し ひ こ

○地震と津波、洪水時の避難対策は
○農村公園の管理状況は　○下田公園の整備状況は
○小学校プールの利用計画は

6 西　館　芳　信　議員
に し だ て よ し の ぶ

○マイナンバーカードの取得対策は
○人事院勧告等に準じた町の対応は
○不登校児童生徒の実態は

11 馬　場　正　治　議員
ば　　　ば ま さ は る

○合併後16年8か月が経過した現在、未だに統一されていない制度
　について問う
○北部地区への郵便局誘致は　
○「稲生通り」への歩行者優先歩道の設置は　
○医療及び介護施設の災害対策は

12 木　村　忠　一　議員
き　む　ら ちゅういち ○おいらせ病院の建設事業は

○庁舎の建設事業は　○職員の人数は足りているのか
○中央公民館の老朽化対策は



※一問一答方式の場合、60分の制限時間内であ
れば、質問の回数に制限はありません。

　「ぎかいだより懸橋」では、質問した議員が原
稿を作成しており、スペースの都合上、質問と
答弁を要約しています。

※会議録は、議会事務局（本庁舎３階）や町議会
ホームページ

（https://www.town.oirase.aomori.jp/site/
gikai/）で閲覧できます。
また、本会議場で傍聴することもできます。

※「一般質問」は、行財政全般にわたる議員主導によ
る政策論議です。

　年 4 回の定例会で行われます。
　議員が、町の一般事務について、執行機関に対しそ

の執行の状況及び将来の方針等について所信をただ
し、事実関係を明らかにすることにより、現行の政
策を見直し、あるいは新規の政策を採用させるなど
の目的効果があります。

よりよいまちづくりのために

ここが聞きたい
一般質問

▼ 

定
例
会
　12
月
補
正
予
算

▼ 

一
般
質
問
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社会福祉施設等
原油価格・物価高騰対策

支援金

町内認定こども園
原油価格・物価高騰対策

支援金
生活支援商品券

支給事業費補助金
県議会議員

選挙費機械器具費

【コロナ対応事業】
原油価格・物価高騰による
生活費の負担軽減等を図る
ため、町民１人につき５千
円の商品券を支給
新設 補正額  1億3,050万円

令和５年４月執行予定の統
一地方選挙から期日前投票
所の増設に伴いパソコン等
を購入

新設 補正額  412 万円

【コロナ対応事業】
原油価格・物価高騰により
施設運営に影響を受けてい
る社会福祉施設等への支援
金
新設 補正額  2,721 万円

【コロナ対応事業】
原油価格・物価高騰により
施設運営に影響を受けてい
る町内認定こども園への支
援金

新設 補正額  657万円

新型コロナウイルス
ワクチン接種協力金

施設開設準備経費助成
特別対策事業費補助金

地域密着型サービス等
提供施設整備費補助金

特別養護老人ホームに併設
されるショートステイ用居
室の増床工事への補助金

（国補助：10/10）
新設 補正額 8,960 万円

特別養護老人ホームに併設
されるショートステイ用居
室の増床整備に必要な物品
購入等への補助金

（国補助：10/10）
新設 補正額 1,678 万円

【コロナ対応事業】
町の検診や予防接種等へ協
力いただく医科歯科施設
へ、燃料高騰による負担軽
減のための支援金

新設 補正額 370 万円

【コロナ対応事業】
接種対象拡大及び接種回数
増加に伴い、期間延長に係
る事業費の増額

補正額 689 万円
補正後 1,127 万円

学校給食材料費町電子図書館の
図書購入費海岸漂着物撤去委託料 病院事業会計

医業外収益補助金

町内医療施設原油価格
高騰対策支援金

８月豪雨の影響により百石
海岸に漂着した流木の集積
委託料

（県補助：7/10）
新設 補正額 256 万円

【コロナ対応事業】
新型コロナウイルス感染症
対応事業に対する補助金

補正額 879 万円
補正後 3,383 万円

【コロナ対応事業】
電子図書購入による増額

補正額 70 万円
補正後 100 万円

【コロナ対応事業】
食材価格高騰分を増額
補正額 803 万円
補正後 1 億 3,310 万円

12月の主な一般会計補正予算（第５号）

歳入歳出予算の総額に４億７,５２０万円を増額し、予算の総額は、1１８億８,６８３万円としました。

特別会計／公営企業会計　補正予算
特別会計 補正総額 補正後予算総額 歳出の主な内容

国民健康保険（第 2 号） 1,151 万円 23 億 1,940 万円 基金積立金及び県費返還金等
公共下水道事業（第 3 号） 277 万円 10 億 6,241 万円 洋光台地区下水道施設復旧業務委託料等
農業集落排水事業（第 2 号） 275 万円 2 億 9,636 万円 光熱水費及び処理施設機能強化対策事業委託料等
介護保険（第 2 号） 84 万円 24 億 8,264 万円 食の自立支援事業委託料等
後期高齢者医療（第 2 号） 33 万円 2 億 5,738 万円 後期高齢者医療システム改修委託料等
病院事業会計（第 3 号） 667 万円 10 億 911 万円 公立病院経営強化プラン調査分析委託料等

※千円の位を四捨五入しています。

ページ 議員（質問順） 主な質問項目

9 吉　村　敏　文　議員
よ し む ら

さとし

ただし

○おいらせ病院の移転計画等は
○木ノ下小学校区への郵便局新規開局に伴う課題は
○二の川の環境整備は　○安全な歩道整備事業は

8 平　野　敏　彦　議員
ひ　ら　の

○農家の収入確保のための国等の助成対策の実態は
○８月の大雨被害対応は

10 澤　上　　　訓　議員
さ わ か み

と し ぶ み

○青森県太平洋沖最大規模地震、津波被害対策は
○ゴミ問題について伺う

7 楢　山　　　忠　議員
な ら や ま

と し ひ こ

○地震と津波、洪水時の避難対策は
○農村公園の管理状況は　○下田公園の整備状況は
○小学校プールの利用計画は

6 西　館　芳　信　議員
に し だ て よ し の ぶ

○マイナンバーカードの取得対策は
○人事院勧告等に準じた町の対応は
○不登校児童生徒の実態は

11 馬　場　正　治　議員
ば　　　ば ま さ は る

○合併後16年8か月が経過した現在、未だに統一されていない制度
　について問う
○北部地区への郵便局誘致は　
○「稲生通り」への歩行者優先歩道の設置は　
○医療及び介護施設の災害対策は

12 木　村　忠　一　議員
き　む　ら ちゅういち ○おいらせ病院の建設事業は

○庁舎の建設事業は　○職員の人数は足りているのか
○中央公民館の老朽化対策は



　
　
罰
則
は
な
い
が
、
我
が
町
は

平
成
19
年
３
月
に
お
い
ら
せ
町
環

境
美
化
条
例
を
制
定
し
、
不
法
投

棄
等
の
違
反
者
に
対
し
、
指
導
、

勧
告
、措
置
命
令
が
で
き
る
た
め
、

今
の
と
こ
ろ
美
化
条
例
へ
の
罰
則

の
追
加
は
考
え
て
い
な
い
。

▼ 

一
般
質
問

　 7　○おいらせ町議会だより 2023.1.25 発行／懸かけはし橋○ ○おいらせ町議会だより 2023.1.25 発行／懸かけはし橋○　 6　

楢　山　　　忠　 議員
なら やま ただし

▲堤防付近まで溢れそうな
　病院近くの奥入瀬川の様子

◀
百
石
海
岸
沿
い
に
漂
着
し
た
流
木
等

（
関
連
記
事
16
ペ
ー
ジ
参
照
）

西　館　芳　信 議員
にし だて よし のぶ

　農家へ安定した助成対策を望む

問
　
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進

助
成
策
の
制
度
詳
細
と
我
が
町

農
家
の
活
用
実
績
は
。

　
　
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
図

り
、
食
料
自
給
率
、
食
料
自
給
力

の
維
持
向
上
を
目
指
し
、
畑
作
物

の
直
接
支
払
交
付
金
、
米
・
畑
作

物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金

や
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

等
の
助
成
に
よ
り
農
業
者
を
支
援

す
る
も
の
。

問
　
複
雑
な
制
度
の
理
解
浸
透

は
、
ど
ん
な
形
で
な
さ
れ
た
の

か
。

問
　
ほ
と
ん
ど
、
終
わ
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
良

い
の
か
。

　
　
地
域
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
、

２
月
に
改
正
内
容
通
知
が
あ
り
、

３
月
に
は
令
和
４
年
度
の
申
請
受

付
の
案
内
と
制
度
概
要
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
１
０
２
９
名
の
農
業
者
に

送
付
し
た
。

　
　
野
菜
、
果
樹
等
の
高
収
益
作

物
の
畑
地
化
は
令
和
３
年
度
か
ら

５
年
度
ま
で
拡
充
さ
れ
、
10
ａ
当

た
り
17
万
５
千
円
と
な
っ
た
。
令

和
４
年
度
か
ら
麦
、
大
豆
、
牧
草

等
に
よ
る
畑
地
化
に
10
ａ
当
た
り

10
万
５
千
円
拡
充
し
、
申
請
者
が

41
名
、
交
付
面
積
54
・
53
　
、
交

付
金
額
約
９
５
０
６
万
円
と
な
る

見
込
み
。

▲冠水した本村地区の
　道路と水田

▲幸橋南側付近の冠水した道路
　（木内々と三本木を結ぶ道路）

農
家
の
収
入
確
保
の
た
め
の

国
等
の
助
成
対
策
の
実
態
は

問
　
我
が
町
の
水
稲
及
び
畑
作

農
地
は
、そ
れ
ぞ
れ
９
０
０
ha
だ

が
、耕
作
農
家
戸
数
と
面
積
は
。

　
ま
た
、国
等
の
補
助
助
成
策

推
進
候
補
地
で
、補
助
等
受
け

る
割
合
は
。

　
　
水
稲
経
営
体
数
は
４
１
６
、

面
積
は
５
７
６
ha
、
普
通
畑
作
物

経
営
体
数
は
３
４
７
、
面
積
は
９

６
３
ha
で
、
う
ち
補
助
対
象
は
６

８
６
ha
の
約
48
％
。

問
　
下
谷
地
揚
水
ポ
ン
プ
場
を

焼
失
し
た
奥
入
瀬
川
東
部
土
地

改
良
区
傘
下
の
農
家
の
補
助
や

助
成
制
度
の
活
用
実
態
は
。

　
　
揚
水
不
可
農
地
80
　
の
う

ち
、
主
食
用
水
稲
は
35
・
２
ha
。

野
菜
等
を
作
付
け
し
水
田
活
用
直

接
支
払
交
付
金
の
助
成
対
象
と

な
っ
た
水
田
は
30
・
２
ha
。

問
　
国
等
の「
経
営
所
得
安
定

対
策
」制
度
の
概
要
が
掲
載
さ
れ

た
配
布
資
料
の
説
明
を
願
う
。

　
　
木
内
々
小
学
校
の
プ
ー
ル
は

令
和
３
年
度
か
ら
老
朽
化
等
の
た

め
、
利
用
を
停
止
。
今
後
、
解
体

し
敷
地
は
学
校
活
動
の
利
用
と
し

て
い
き
た
い
が
、
解
体
費
用
が
高

額
な
た
め
、
財
政
等
の
協
議
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
下
田

小
学
校
は
木
内
々
小
学
校
と
同
様

の
扱
い
。
木
ノ
下
小
学
校
は
、
小

規
模
修
繕
等
を
行
い
な
が
ら
利
用

を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
現
時
点
で
は
、
杉
の
伐
採
や

も
み
じ
等
の
植
林
は
考
え
て
い
な

い
。

　
　
地
区
団
体
へ
の
委
託
料
は
、

公
園
面
積
割
と
水
道
、
電
気
料
金

で
算
定
。
物
価
上
昇
に
よ
る
委
託

料
へ
の
影
響
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

電
気
料
金
の
上
昇
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
の
で
検
証
し
た
い
。
各

種
作
業
の
人
数
、
回
数
、
物
品
等

に
つ
い
て
、
公
園
面
積
に
応
じ
て

同
一
単
価
で
算
定
し
て
お
り
、
必

要
最
低
限
の
作
業
回
数
に
す
る

等
、
各
団
体

の
創
意
工
夫

に
よ
り
、
現

行
委
託
料
の

中
で
公
園
管

理
に
努
め
て

い
た
だ
き
た

い
。 農

村
公
園
の
管
理
状
況
は

問
　
令
和
４
年
度
事
務
事
業
評

価
結
果
と
方
針
が
示
さ
れ
、
公

園
管
理
事
業
の
総
合
評
価
は

「
Ａ
」
で
継
続
と
の
こ
と
。

　
最
良
の
状
態
で
整
備
管
理
し

て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

ら
、
各
種
物
品
な
ど
の
物
価
上

昇
に
よ
り
、
現
在
の
補
助
額
で

は
運
営
が
困
難
な
状
況
と
の
話

が
あ
る
。
作
業
人
数
及
び
回
数
、

物
品
購
入
等
を
含
め
再
算
定
し

補
助
金
額
を
見
直
す
考
え
は
。

下
田
公
園
の
整
備
状
況
は

問
　
間
木
堤
周
辺
の
自
然
環
境

は
素
晴
ら
し
い
が
、
新
た
な
観

光
資
源
と
し
て
白
鳥
の
飛
来
と

合
わ
せ
、
杉
を
伐
採
し
紅
葉
樹

を
植
林
し
て
、
も
み
じ
山
を
町

内
外
に
発
信
す
る
考
え
は
。

小
学
校
プ
ー
ル
の
利
用
計
画
は

問
　
木
内
々
小
学
校
の
プ
ー
ル

に
つ
い
て
、
利
用
予
定
が
な
け

れ
ば
早
く
取
り
壊
し
、
駐
車
場

と
し
て
整
備
す
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
そ
の
他
の
小
学
校

プ
ー
ル
の
利
用
計
画
は
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

地
震
と
津
波
、

洪
水
時
の
避
難
対
策
は

問
　
12
月
16
日
か
ら
運
用
が
始

ま
る
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地

震
注
意
情
報
の
運
用
内
容
と
今

ま
で
の
地
震
情
報
と
の
違
い
は
。

　
　
北
海
道
の
太
平
洋
沖
か
ら
東

北
地
方
の
三
陸
沖
に
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
７
・
０
以
上
の
地
震
が
発
生

し
た
場
合
で
、
そ
の
後
、
更
に
強

い
地
震
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
内
閣
府
・
気
象
庁
が
判
断
し

た
場
合
、
合
同
で
記
者
会
見
を
実

施
し
「
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地

震
注
意
情
報
」
を
発
信
し
、
１
週

間
程
度
は
後
発
巨
大
地
震
の
発
生

に
注
意
を
促
す
も
の
。
そ
れ
を
受

け
町
も
防
災
行
政
無
線
等
に
よ
り

町
民
に
注
意
喚
起
を
促
す
。

問
　
三
田・三
本
木
地
区
と
も
橋

を
渡
る
避
難
で
、危
険
な
う
え

避
難
距
離
が
長
す
ぎ
る
と
思
わ

れ
る
。橋
を
渡
ら
ず
八
戸
市
、五

戸
町
方
面
へ
避
難
場
所
の
再
検

討
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。本
村

地
区
も
同
じ
考
え
の
避
難
で
、洪

水
が
起
き
そ
う
な
大
雨
の
場
合
、

国・県
で
は
河
川
に
近
づ
か
な
い

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。果
た
し

て
町
民
へ
の
安
全
確
保
対
策
と

し
て
最
良・最
善
の
方
法
か
。

　
　
三
田
・
三
本
木
地
区
と
も
橋

を
渡
っ
て
の
避
難
と
な
り
、
他
の

地
区
よ
り
も
早
く
避
難
発
令
を
す

る
。

　
ま
た
、
状
況
に
よ
り
送
迎
バ
ス

の
運
行
も
考
え
て
お
り
、
八
戸
市

や
五
戸
町
方
面
へ
の
避
難
は
考
え

て
い
な
い
。
本
村
地
区
の
避
難
も

同
様
と
考
え
て
い
る
。

　
近
隣
の
市
町
に
お
い
て
風
雨
を

し
の
げ
る
建
物
も
な
い
た
め
、
現

状
の
避
難
方
法
を
考
え
て
い
る
。

問
　
現
時
点
で
の
河
川
、
海
浜

部
の
汚
れ
に
は
胸
が
痛
む
。
町

長
は
罰
則
の
あ
る
厳
し
い
条
例

制
定
で
、
美
化
に
努
め
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
一
川
目
か
ら
横
道
間
の
海
岸

は
管
理
者
で
あ
る
県
が
撤
去
と
集

積
作
業
を
実
施
し
、
10
月
21
日
に

作
業
を
完
了
。
県
が
撤
去
し
な

か
っ
た
二
川
目
は
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、今
年
度
中
に
撤
去
予
定
。

問
　
海
浜
部
の
漂
着
流
木
の
処

理
等
は
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た

の
か
。

問
　
２
千
万
円
の
補
正
予
算
の

執
行
状
況
は
。

　
　
関
係
す
る
予
算
の
総
額
は
３

６
１
９
万
７
千
円
と
な
り
、
北
ノ

平
線
法
面
災
害
復
旧
工
事
を
除
く

２
７
１
９
万
７
千
円
が
執
行
済
み
。

　
　
町
道
の
損
壊
が
１
か
所
、
公

園
内
園
路
の
損
壊
が
１
か
所
等
の

計
11
か
所
の
災
害
復
旧
が
な
さ
れ

た
ほ
か
町
道
１
か
所
が
12
月
26
日

ま
で
の
復
旧
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

の
り
め
ん

　危険な場所を避難経路とする
防災安全マップの見直しを　

ha

ha

８
月
の
大
雨
被
害
対
応
は

答

答

答 答

問問

問

問問

答

答答

答

答 答

答

問問問

問 問答答

問問

問 答 問



　
　
罰
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な
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が
、
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が
町
は

平
成
19
年
３
月
に
お
い
ら
せ
町
環

境
美
化
条
例
を
制
定
し
、
不
法
投

棄
等
の
違
反
者
に
対
し
、
指
導
、

勧
告
、措
置
命
令
が
で
き
る
た
め
、

今
の
と
こ
ろ
美
化
条
例
へ
の
罰
則

の
追
加
は
考
え
て
い
な
い
。

▼ 
一
般
質
問
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楢　山　　　忠　 議員
なら やま ただし

▲堤防付近まで溢れそうな
　病院近くの奥入瀬川の様子

◀
百
石
海
岸
沿
い
に
漂
着
し
た
流
木
等

（
関
連
記
事
16
ペ
ー
ジ
参
照
）

西　館　芳　信 議員
にし だて よし のぶ

　農家へ安定した助成対策を望む

問
　
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進

助
成
策
の
制
度
詳
細
と
我
が
町

農
家
の
活
用
実
績
は
。

　
　
需
要
に
応
じ
た
米
生
産
を
図

り
、
食
料
自
給
率
、
食
料
自
給
力

の
維
持
向
上
を
目
指
し
、
畑
作
物

の
直
接
支
払
交
付
金
、
米
・
畑
作

物
の
収
入
減
少
影
響
緩
和
交
付
金

や
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金

等
の
助
成
に
よ
り
農
業
者
を
支
援

す
る
も
の
。

問
　
複
雑
な
制
度
の
理
解
浸
透

は
、
ど
ん
な
形
で
な
さ
れ
た
の

か
。

問
　
ほ
と
ん
ど
、
終
わ
っ
た
と

認
識
し
て
い
る
が
、
そ
れ
で
良

い
の
か
。

　
　
地
域
農
業
再
生
協
議
会
か
ら
、

２
月
に
改
正
内
容
通
知
が
あ
り
、

３
月
に
は
令
和
４
年
度
の
申
請
受

付
の
案
内
と
制
度
概
要
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
１
０
２
９
名
の
農
業
者
に

送
付
し
た
。

　
　
野
菜
、
果
樹
等
の
高
収
益
作

物
の
畑
地
化
は
令
和
３
年
度
か
ら

５
年
度
ま
で
拡
充
さ
れ
、
10
ａ
当

た
り
17
万
５
千
円
と
な
っ
た
。
令

和
４
年
度
か
ら
麦
、
大
豆
、
牧
草

等
に
よ
る
畑
地
化
に
10
ａ
当
た
り

10
万
５
千
円
拡
充
し
、
申
請
者
が

41
名
、
交
付
面
積
54
・
53
　
、
交

付
金
額
約
９
５
０
６
万
円
と
な
る

見
込
み
。

▲冠水した本村地区の
　道路と水田

▲幸橋南側付近の冠水した道路
　（木内々と三本木を結ぶ道路）

農
家
の
収
入
確
保
の
た
め
の

国
等
の
助
成
対
策
の
実
態
は

問
　
我
が
町
の
水
稲
及
び
畑
作

農
地
は
、そ
れ
ぞ
れ
９
０
０
ha
だ

が
、耕
作
農
家
戸
数
と
面
積
は
。

　
ま
た
、国
等
の
補
助
助
成
策

推
進
候
補
地
で
、補
助
等
受
け

る
割
合
は
。

　
　
水
稲
経
営
体
数
は
４
１
６
、

面
積
は
５
７
６
ha
、
普
通
畑
作
物

経
営
体
数
は
３
４
７
、
面
積
は
９

６
３
ha
で
、
う
ち
補
助
対
象
は
６

８
６
ha
の
約
48
％
。

問
　
下
谷
地
揚
水
ポ
ン
プ
場
を

焼
失
し
た
奥
入
瀬
川
東
部
土
地

改
良
区
傘
下
の
農
家
の
補
助
や

助
成
制
度
の
活
用
実
態
は
。

　
　
揚
水
不
可
農
地
80
　
の
う

ち
、
主
食
用
水
稲
は
35
・
２
ha
。

野
菜
等
を
作
付
け
し
水
田
活
用
直

接
支
払
交
付
金
の
助
成
対
象
と

な
っ
た
水
田
は
30
・
２
ha
。

問
　
国
等
の「
経
営
所
得
安
定

対
策
」制
度
の
概
要
が
掲
載
さ
れ

た
配
布
資
料
の
説
明
を
願
う
。

　
　
木
内
々
小
学
校
の
プ
ー
ル
は

令
和
３
年
度
か
ら
老
朽
化
等
の
た

め
、
利
用
を
停
止
。
今
後
、
解
体

し
敷
地
は
学
校
活
動
の
利
用
と
し

て
い
き
た
い
が
、
解
体
費
用
が
高

額
な
た
め
、
財
政
等
の
協
議
を
し

な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
。
下
田

小
学
校
は
木
内
々
小
学
校
と
同
様

の
扱
い
。
木
ノ
下
小
学
校
は
、
小

規
模
修
繕
等
を
行
い
な
が
ら
利
用

を
継
続
し
て
い
く
。

　
　
現
時
点
で
は
、
杉
の
伐
採
や

も
み
じ
等
の
植
林
は
考
え
て
い
な

い
。

　
　
地
区
団
体
へ
の
委
託
料
は
、

公
園
面
積
割
と
水
道
、
電
気
料
金

で
算
定
。
物
価
上
昇
に
よ
る
委
託

料
へ
の
影
響
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

電
気
料
金
の
上
昇
に
よ
る
も
の
と

思
わ
れ
る
の
で
検
証
し
た
い
。
各

種
作
業
の
人
数
、
回
数
、
物
品
等

に
つ
い
て
、
公
園
面
積
に
応
じ
て

同
一
単
価
で
算
定
し
て
お
り
、
必

要
最
低
限
の
作
業
回
数
に
す
る

等
、
各
団
体

の
創
意
工
夫

に
よ
り
、
現

行
委
託
料
の

中
で
公
園
管

理
に
努
め
て

い
た
だ
き
た

い
。 農

村
公
園
の
管
理
状
況
は

問
　
令
和
４
年
度
事
務
事
業
評

価
結
果
と
方
針
が
示
さ
れ
、
公

園
管
理
事
業
の
総
合
評
価
は

「
Ａ
」
で
継
続
と
の
こ
と
。

　
最
良
の
状
態
で
整
備
管
理
し

て
い
る
地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か

ら
、
各
種
物
品
な
ど
の
物
価
上

昇
に
よ
り
、
現
在
の
補
助
額
で

は
運
営
が
困
難
な
状
況
と
の
話

が
あ
る
。
作
業
人
数
及
び
回
数
、

物
品
購
入
等
を
含
め
再
算
定
し

補
助
金
額
を
見
直
す
考
え
は
。

下
田
公
園
の
整
備
状
況
は

問
　
間
木
堤
周
辺
の
自
然
環
境

は
素
晴
ら
し
い
が
、
新
た
な
観

光
資
源
と
し
て
白
鳥
の
飛
来
と

合
わ
せ
、
杉
を
伐
採
し
紅
葉
樹

を
植
林
し
て
、
も
み
じ
山
を
町

内
外
に
発
信
す
る
考
え
は
。

小
学
校
プ
ー
ル
の
利
用
計
画
は

問
　
木
内
々
小
学
校
の
プ
ー
ル

に
つ
い
て
、
利
用
予
定
が
な
け

れ
ば
早
く
取
り
壊
し
、
駐
車
場

と
し
て
整
備
す
る
考
え
は
な
い

か
。
ま
た
、
そ
の
他
の
小
学
校

プ
ー
ル
の
利
用
計
画
は
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

地
震
と
津
波
、

洪
水
時
の
避
難
対
策
は

問
　
12
月
16
日
か
ら
運
用
が
始

ま
る
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地

震
注
意
情
報
の
運
用
内
容
と
今

ま
で
の
地
震
情
報
と
の
違
い
は
。

　
　
北
海
道
の
太
平
洋
沖
か
ら
東

北
地
方
の
三
陸
沖
に
マ
グ
ニ
チ
ュ

ー
ド
７
・
０
以
上
の
地
震
が
発
生

し
た
場
合
で
、
そ
の
後
、
更
に
強

い
地
震
が
発
生
す
る
か
も
し
れ
な

い
と
内
閣
府
・
気
象
庁
が
判
断
し

た
場
合
、
合
同
で
記
者
会
見
を
実

施
し
「
北
海
道
・
三
陸
沖
後
発
地

震
注
意
情
報
」
を
発
信
し
、
１
週

間
程
度
は
後
発
巨
大
地
震
の
発
生

に
注
意
を
促
す
も
の
。
そ
れ
を
受

け
町
も
防
災
行
政
無
線
等
に
よ
り

町
民
に
注
意
喚
起
を
促
す
。

問
　
三
田・三
本
木
地
区
と
も
橋

を
渡
る
避
難
で
、危
険
な
う
え

避
難
距
離
が
長
す
ぎ
る
と
思
わ

れ
る
。橋
を
渡
ら
ず
八
戸
市
、五

戸
町
方
面
へ
避
難
場
所
の
再
検

討
を
す
る
考
え
は
な
い
か
。本
村

地
区
も
同
じ
考
え
の
避
難
で
、洪

水
が
起
き
そ
う
な
大
雨
の
場
合
、

国・県
で
は
河
川
に
近
づ
か
な
い

よ
う
呼
び
か
け
て
い
る
。果
た
し

て
町
民
へ
の
安
全
確
保
対
策
と

し
て
最
良・最
善
の
方
法
か
。

　
　
三
田
・
三
本
木
地
区
と
も
橋

を
渡
っ
て
の
避
難
と
な
り
、
他
の

地
区
よ
り
も
早
く
避
難
発
令
を
す

る
。

　
ま
た
、
状
況
に
よ
り
送
迎
バ
ス

の
運
行
も
考
え
て
お
り
、
八
戸
市

や
五
戸
町
方
面
へ
の
避
難
は
考
え

て
い
な
い
。
本
村
地
区
の
避
難
も

同
様
と
考
え
て
い
る
。

　
近
隣
の
市
町
に
お
い
て
風
雨
を

し
の
げ
る
建
物
も
な
い
た
め
、
現

状
の
避
難
方
法
を
考
え
て
い
る
。

問
　
現
時
点
で
の
河
川
、
海
浜

部
の
汚
れ
に
は
胸
が
痛
む
。
町

長
は
罰
則
の
あ
る
厳
し
い
条
例

制
定
で
、
美
化
に
努
め
て
も
い

い
の
で
は
な
い
か
。

　
　
一
川
目
か
ら
横
道
間
の
海
岸

は
管
理
者
で
あ
る
県
が
撤
去
と
集

積
作
業
を
実
施
し
、
10
月
21
日
に

作
業
を
完
了
。
県
が
撤
去
し
な

か
っ
た
二
川
目
は
国
の
補
助
金
を

活
用
し
、今
年
度
中
に
撤
去
予
定
。

問
　
海
浜
部
の
漂
着
流
木
の
処

理
等
は
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た

の
か
。

問
　
２
千
万
円
の
補
正
予
算
の

執
行
状
況
は
。

　
　
関
係
す
る
予
算
の
総
額
は
３

６
１
９
万
７
千
円
と
な
り
、
北
ノ

平
線
法
面
災
害
復
旧
工
事
を
除
く

２
７
１
９
万
７
千
円
が
執
行
済
み
。

　
　
町
道
の
損
壊
が
１
か
所
、
公

園
内
園
路
の
損
壊
が
１
か
所
等
の

計
11
か
所
の
災
害
復
旧
が
な
さ
れ

た
ほ
か
町
道
１
か
所
が
12
月
26
日

ま
で
の
復
旧
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

の
り
め
ん

　危険な場所を避難経路とする
防災安全マップの見直しを　

ha

ha

８
月
の
大
雨
被
害
対
応
は

答

答

答 答

問問

問

問問

答

答答

答

答 答

答

問問問

問 問答答

問問

問 答 問



　
　
当
町
の
結
果
は
、
ほ
ぼ
全
国

平
均
に
近
く
、
小
学
校
は
国
、
県

と
比
較
し
全
教
科
に
お
い
て
平
均

を
上
回
り
、
中
学
校
で
は
全
教
科

と
も
若
干
平
均
を
下
回
り
、
小
・

中
学
校
と
も
昨
年
度
と
同
様
の
結

果
で
あ
る
。
公
表
に
関
し
て
法
的

規
制
は
な
く
、
実
施
主
体
で
あ
る

国
が
、
県
別
に
公
表
し
て
い
る
。

▼ 

一
般
質
問
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吉　村　敏　文 議員
よし むら ぶみとし

▲統合庁舎と一体的な移転を望む
　おいらせ病院

平　野　敏　彦 議員
ひら の とし ひこ

　不登校児童・生徒を少なくするため
　相談員の増員と対応強化を望む　

問
　
当
町
の
15
歳
未
満
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
方
法
は
。

　
ま
た
、
受
け
取
る
際
、
原
則
、

本
人
が
来
庁
し
受
領
と
の
こ
と

だ
が
、
他
自
治
体
は
申
請
者
本

人
の
来
庁
が
困
難
な
場
合
、
身

体
障
が
い
者
手
帳
、
要
介
護
認

定
記
載
の
介
護
保
険
被
保
険
者

証
、
入
院
費
等
の
記
載
が
あ
る

１
か
月
以
内
の
領
収
書
が
あ
れ

ば
代
理
人
が
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
と
あ
る
。
さ
ら
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

が
委
任
状
を
兼
ね
て
い
る
と
あ

る
が
、
当
町
の
取
扱
い
は
。

問
　
県
内
最
大
の
町
村
人
口
を

擁
し
、
所
得
が
上
位
に
あ
る
当

町
の
職
員
給
与
が
、
国
家
公
務

員
給
料
月
額
を
１
０
０
と
す
る

「
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
」
と
比

較
す
る
と
上
北
郡
内
で
一
番
低

い
が
、
要
因
は
な
に
か
。

　
　
15
歳
未
満
の
取
得
方
法
は
原

則
、
本
人
が
保
護
者
と
来
庁
し
、

本
人
確
認
書
類
の
提
示
や
暗
証
番

号
の
設
定
な
ど
を
行
い
、
カ
ー
ド

を
交
付
し
て
い
る
。
申
請
者
本
人

の
来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
障
が

い
者
手
帳
、
施
設
入
所
が
確
認
で

き
る
書
類
を
提
示
す
る
こ
と
で
代

理
受
領
が
可
能
で
あ
り
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
概
要
を
掲
載
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
に

同
封
し
て
い
る
書
類
は
全
国
共
通

で
あ
り
、
代
理
受
領
の
際
は
委
任

状
と
し
て
使
用
で
き
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
対
策
は

人
事
院
勧
告
等
に
準
じ
た

町
の
対
応
は

問
　
政
府
は
現
行
の
健
康
保
険

証
を
２
０
２
４
年
秋
に
廃
止

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

一
本
化
し
た
健
康
保
険
証
の
利

用
へ
と
切
り
替
え
る
方
針
を
発

表
し
た
。
12
月
１
日
現
在
の
当

町
の
交
付
率
は
。

　
　
12
月
１
日
現
在
の
交
付
率
は

国
か
ら
集
計
結
果
が
公
表
さ
れ
て

い
な
い
。
10
月
末
の
交
付
率
は
、

当
町
44・
３
％
、青
森
県
46・
３
％
、

全
国
51
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
当
町
の
こ
れ
ま
で
の
普
及

拡
大
、
特
に
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
取
り
組
み
は
。

　
　
町
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
情
報
掲
載
し
、
休
日
に
臨
時
交

付
窓
口
を
設
置
し
、
平
日
の
窓
口

時
間
の
延
長
な
ど
で
対
応
。
９
月

に
県
主
催
の
「
出
張
申
請
受
付
」

を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
で
県
南
市

町
村
と
共
同
で
行
い
、
申
請
件
数

の
大
幅
な
増
加
に
繋
が
っ
た
。

　
高
齢
者
へ
の
取
り
組
み
は
特
に

実
施
し
て
い
な
い
が
、
窓
口
申
請

時
な
ど
で
不
明
点
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
丁
寧
な
対
応
・
支
援

に
努
め
て
い
る
。

問
　
県
が
東
日
本
大
震
災
時
に

一
度
環
境
整
備
を
し
た
が
、
そ

の
後
は
一
度
も
整
備
さ
れ
て
い

な
い
。
現
在
、
雑
草
や
雑
木
が

茂
り
、
子
ど
も
達
や
老
人
ク
ラ

ブ
の
方
々
が
安
全
に
使
用
す
る

の
が
難
し
い
状
態
で
あ
る
が
維

持
管
理
状
況
は
。

　
　
三
沢
市
の
行
政
境
か
ら
南

へ
、
延
長
約
１
・
６
㎞
の
歩
道
を

２
・
５
ｍ
に
拡
幅
す
る
も
の
で
、

平
成
25
年
度
か
ら
着
手
。
完
成
時

期
を
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
未
定

と
の
こ
と
。
今
年
10
月
、
関
係
市

町
村
が
県
土
整
備
部
長
と
面
会

し
、
事
業
の
重
要
性
を
訴
え
早
期

完
成
を
要
望
し
て
い
る
。

　
　
管
理
者
の
県
に
対
し
、
地
域

の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
草
刈

り
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
含
め

国
道
３
３
８
号
か
ら
旧
県
道
ま
で

の
約
１
・
５
㎞
の
雑
木
伐
採
を
継

続
し
て
要
望
し
て
い
く
。

問
　
局
舎
新
設
に
伴
い
、敷
地

内
の
車
両
と
児
童
の
安
全
な
動

線
の
確
保
と
駐
車
区
画
を
適
正

配
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、現

計
画
で
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

は
十
分
か
。

問
　
計
画
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
進
捗
状
況
は
。

　
　
木
ノ
下
児
童
セ
ン
タ
ー
み
ら

い
館
前
の
用
地
取
得
や
駐
車
区
画

の
適
正
な
配
置
を
行
う
こ
と
で
駐

車
で
き
る
台
数
が
増
え
る
。
平
常

時
に
は
間
に
合
う
と
考
え
て
い
る

が
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
や
健
診
等

は
、
不
足
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
際
、
青
葉
公
園
の
一
部

を
臨
時
駐
車
場
と
し
た
り
、
周
辺

の
土
地
を
借
り
て
対
応
し
た
い
。

　
　
平
屋
建
て
で
面
積
約
40
坪
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
機
が
設
置
さ
れ
、
郵
便
、

貯
金
、
保
険
の
３
つ
の
窓
口
業
務

を
取
り
扱
う
。
令
和
６
年
春
ご
ろ

に
開
局
で
き
る
よ
う
取
り
運
ん
で

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

お
い
ら
せ
病
院
の
移
転
計
画
等
は

二
の
川
の
環
境
整
備
は

問
　
県
主
管
路
線
だ
が
、
二
川

目
町
内
の
国
道
３
３
８
号
線
の

歩
道
整
備
の
完
成
時
期
は
。

安
全
な
歩
道
整
備
事
業
は

不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
は

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

木
ノ
下
小
学
校
区
へ
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
問
う

問
　
病
院
の
移
転
計
画
及
び
移

転
場
所
の
選
定
は
。

問
　
病
院
、
統
合
庁
舎
、
イ
オ

ン
下
田
周
辺
を
含
め
た
今
後
の

町
づ
く
り
を
町
長
は
ど
の
よ
う

な
構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
統
合
庁
舎
建
設
と
一
体
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
を
政
策
公
約
と

し
て
い
る
。

　
築
年
数
に
よ
る
施
設
の
老
朽
化

や
災
害
想
定
区
域
で
あ
る
立
地
等

の
理
由
か
ら
早
期
の
事
業
着
手
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
総
務
省
よ
り
「
持
続
可
能
な
地

域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た

め
の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
公
立
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
の
策
定
を
求
め
ら
れ
、
今

定
例
会
に
調
査
分
析
に
係
る
経
費

を
予
算
計
上
し
た
。
次
の
病
院
移

転
建
設
基
本
構
想
に
向
け
た
基
礎

調
査
と
位
置
付
け
な
が
ら
着
手
す

る
予
定
。

　
　
お
い
ら
せ
病
院
、
本
庁
舎
・

分
庁
舎
、
い
ず
れ
も
津
波
や
洪
水

な
ど
の
浸
水
想
定
区
域
に
あ
る
た

め
、
早
期
に
高
台
移
転
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
二

つ
と
も
新
た
な
公
共
施
設
で
あ

り
、
立
地
エ
リ
ア
は
、
新
た
な
都

市
機
能
を
形
成
し
、
新
た
な
町
づ

く
り
に
つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
と

考
え
て
い
る
。

　
お
い
ら
せ
病
院
の
移
転
と
統
合

庁
舎
の
建
設
を
一
体
的
に
進
め
て

い
き
た
い
。
現
在
、
新
庁
舎
建
設

候
補
地
の
選
定
に
関
し
内
容
等
を

整
理
し
て
い
る
が
、
都
市
機
能
の

形
成
、
防
災
拠
点
、
土
地
利
用
の

観
点
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
周

辺
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
エ
リ
ア
に
、
新
庁
舎
と
お

い
ら
せ
病
院
を
一
体
的
に
立
地
誘

導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
大
型
商

業
施
設
と
を
連
携
配
置
し
、
相
乗

効
果
を
高
め
、
利

便
性
の
高
い
快
適

な
都
市
拠
点
の
形

成
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

問
　
２
０
２
１
年
度
の
全
国
小

中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数

は
過
去
最
多
と
文
部
科
学
省
の

調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

　
当
町
の
不
登
校
児
童
生
徒
の

実
態
は
。

問
　
当
町
の
令
和
４
年
度
全
国

学
力・学
習
状
況
調
査
結
果
は
。

　
ま
た
、
こ
の
結
果
を
町
広
報

紙
等
で
公
表
し
な
い
の
か
。

　
　
不
登
校
や
い
じ
め
、
進
路
等

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
児
童
生
徒

及
び
保
護
者
の
相
談
、
解
決
の
手

助
け
を
行
っ
て
い
る
。
み
な
く
る

館
で
週
４
日
、
北
公
民
館
で
月
２

回
の
相
談
活
動
等
を
開
催
し
て
い

る
。

　
　
令
和
３
年
度
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
小
学
校
17
人
、
中
学
校

31
人
の
計
48
人
。

問
　
み
な
く
る
館
に
教
育
相
談

員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
業

務
内
容
と
活
動
の
実
態
は
。

　
　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
職
員

給
料
を
学
歴
別
、
経
験
年
数
別
に

区
分
し
、
経
験
年
数
を
２
年
か
ら

５
年
の
区
分
ご
と
に
職
員
数
を
振

り
分
け
た
も
の
を
積
み
上
げ
算

出
。
そ
の
年
度
の
職
員
構
成
や
級

別
の
職
員
数
に
よ
っ
て
も
変
動

し
、
級
の
構
成
に
よ
る
違
い
も
生

じ
る
た
め
要
因
を
特
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

　
ま
た
、
上
北
郡
内
の
昇
格
基
準

も
、
各
町
村
が
人
事
を
管
理
す
る

取
扱
運
用
を
定
め
て
い
る
た
め
町

村
間
の
比
較
は
で
き
な
い
。

　同一区域に病院、統合庁舎を建設し
新たなまちづくりを　

木
ノ
下
小
学
校
区
へ
の

　郵
便
局
新
規
開
局
に

伴
う
課
題
は

答

答

答 答

問

問

問 問答 答

問問

答

答

答

問答 問

問答

問問

問 答 答問



　
　
当
町
の
結
果
は
、
ほ
ぼ
全
国

平
均
に
近
く
、
小
学
校
は
国
、
県

と
比
較
し
全
教
科
に
お
い
て
平
均

を
上
回
り
、
中
学
校
で
は
全
教
科

と
も
若
干
平
均
を
下
回
り
、
小
・

中
学
校
と
も
昨
年
度
と
同
様
の
結

果
で
あ
る
。
公
表
に
関
し
て
法
的

規
制
は
な
く
、
実
施
主
体
で
あ
る

国
が
、
県
別
に
公
表
し
て
い
る
。
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吉　村　敏　文 議員
よし むら ぶみとし

▲統合庁舎と一体的な移転を望む
　おいらせ病院

平　野　敏　彦 議員
ひら の とし ひこ

　不登校児童・生徒を少なくするため
　相談員の増員と対応強化を望む　

問
　
当
町
の
15
歳
未
満
の
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
取
得
方
法
は
。

　
ま
た
、
受
け
取
る
際
、
原
則
、

本
人
が
来
庁
し
受
領
と
の
こ
と

だ
が
、
他
自
治
体
は
申
請
者
本

人
の
来
庁
が
困
難
な
場
合
、
身

体
障
が
い
者
手
帳
、
要
介
護
認

定
記
載
の
介
護
保
険
被
保
険
者

証
、
入
院
費
等
の
記
載
が
あ
る

１
か
月
以
内
の
領
収
書
が
あ
れ

ば
代
理
人
が
受
け
取
る
こ
と
が

で
き
る
と
あ
る
。
さ
ら
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書

が
委
任
状
を
兼
ね
て
い
る
と
あ

る
が
、
当
町
の
取
扱
い
は
。

問
　
県
内
最
大
の
町
村
人
口
を

擁
し
、
所
得
が
上
位
に
あ
る
当

町
の
職
員
給
与
が
、
国
家
公
務

員
給
料
月
額
を
１
０
０
と
す
る

「
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
」
と
比

較
す
る
と
上
北
郡
内
で
一
番
低

い
が
、
要
因
は
な
に
か
。

　
　
15
歳
未
満
の
取
得
方
法
は
原

則
、
本
人
が
保
護
者
と
来
庁
し
、

本
人
確
認
書
類
の
提
示
や
暗
証
番

号
の
設
定
な
ど
を
行
い
、
カ
ー
ド

を
交
付
し
て
い
る
。
申
請
者
本
人

の
来
庁
が
困
難
な
場
合
は
、
障
が

い
者
手
帳
、
施
設
入
所
が
確
認
で

き
る
書
類
を
提
示
す
る
こ
と
で
代

理
受
領
が
可
能
で
あ
り
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
概
要
を
掲
載
。
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
通
知
書
に

同
封
し
て
い
る
書
類
は
全
国
共
通

で
あ
り
、
代
理
受
領
の
際
は
委
任

状
と
し
て
使
用
で
き
る
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

取
得
対
策
は

人
事
院
勧
告
等
に
準
じ
た

町
の
対
応
は

問
　
政
府
は
現
行
の
健
康
保
険

証
を
２
０
２
４
年
秋
に
廃
止

し
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と

一
本
化
し
た
健
康
保
険
証
の
利

用
へ
と
切
り
替
え
る
方
針
を
発

表
し
た
。
12
月
１
日
現
在
の
当

町
の
交
付
率
は
。

　
　
12
月
１
日
現
在
の
交
付
率
は

国
か
ら
集
計
結
果
が
公
表
さ
れ
て

い
な
い
。
10
月
末
の
交
付
率
は
、

当
町
44・
３
％
、青
森
県
46・
３
％
、

全
国
51
・
１
％
と
な
っ
て
い
る
。

問
　
当
町
の
こ
れ
ま
で
の
普
及

拡
大
、
特
に
高
齢
者
を
対
象
と

し
た
取
り
組
み
は
。

　
　
町
広
報
紙
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
情
報
掲
載
し
、
休
日
に
臨
時
交

付
窓
口
を
設
置
し
、
平
日
の
窓
口

時
間
の
延
長
な
ど
で
対
応
。
９
月

に
県
主
催
の
「
出
張
申
請
受
付
」

を
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
で
県
南
市

町
村
と
共
同
で
行
い
、
申
請
件
数

の
大
幅
な
増
加
に
繋
が
っ
た
。

　
高
齢
者
へ
の
取
り
組
み
は
特
に

実
施
し
て
い
な
い
が
、
窓
口
申
請

時
な
ど
で
不
明
点
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
、
丁
寧
な
対
応
・
支
援

に
努
め
て
い
る
。

問
　
県
が
東
日
本
大
震
災
時
に

一
度
環
境
整
備
を
し
た
が
、
そ

の
後
は
一
度
も
整
備
さ
れ
て
い

な
い
。
現
在
、
雑
草
や
雑
木
が

茂
り
、
子
ど
も
達
や
老
人
ク
ラ

ブ
の
方
々
が
安
全
に
使
用
す
る

の
が
難
し
い
状
態
で
あ
る
が
維

持
管
理
状
況
は
。

　
　
三
沢
市
の
行
政
境
か
ら
南

へ
、
延
長
約
１
・
６
㎞
の
歩
道
を

２
・
５
ｍ
に
拡
幅
す
る
も
の
で
、

平
成
25
年
度
か
ら
着
手
。
完
成
時

期
を
県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
未
定

と
の
こ
と
。
今
年
10
月
、
関
係
市

町
村
が
県
土
整
備
部
長
と
面
会

し
、
事
業
の
重
要
性
を
訴
え
早
期

完
成
を
要
望
し
て
い
る
。

　
　
管
理
者
の
県
に
対
し
、
地
域

の
方
々
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
草
刈

り
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と
を
含
め

国
道
３
３
８
号
か
ら
旧
県
道
ま
で

の
約
１
・
５
㎞
の
雑
木
伐
採
を
継

続
し
て
要
望
し
て
い
く
。

問
　
局
舎
新
設
に
伴
い
、敷
地

内
の
車
両
と
児
童
の
安
全
な
動

線
の
確
保
と
駐
車
区
画
を
適
正

配
置
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、現

計
画
で
駐
車
ス
ペ
ー
ス
の
確
保

は
十
分
か
。

問
　
計
画
内
容
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
と
進
捗
状
況
は
。

　
　
木
ノ
下
児
童
セ
ン
タ
ー
み
ら

い
館
前
の
用
地
取
得
や
駐
車
区
画

の
適
正
な
配
置
を
行
う
こ
と
で
駐

車
で
き
る
台
数
が
増
え
る
。
平
常

時
に
は
間
に
合
う
と
考
え
て
い
る

が
、
大
き
な
イ
ベ
ン
ト
や
健
診
等

は
、
不
足
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。
そ
の
際
、
青
葉
公
園
の
一
部

を
臨
時
駐
車
場
と
し
た
り
、
周
辺

の
土
地
を
借
り
て
対
応
し
た
い
。

　
　
平
屋
建
て
で
面
積
約
40
坪
、

Ａ
Ｔ
Ｍ
機
が
設
置
さ
れ
、
郵
便
、

貯
金
、
保
険
の
３
つ
の
窓
口
業
務

を
取
り
扱
う
。
令
和
６
年
春
ご
ろ

に
開
局
で
き
る
よ
う
取
り
運
ん
で

い
る
と
伺
っ
て
い
る
。

お
い
ら
せ
病
院
の
移
転
計
画
等
は

二
の
川
の
環
境
整
備
は

問
　
県
主
管
路
線
だ
が
、
二
川

目
町
内
の
国
道
３
３
８
号
線
の

歩
道
整
備
の
完
成
時
期
は
。

安
全
な
歩
道
整
備
事
業
は

不
登
校
児
童
生
徒
の
実
態
は
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木
ノ
下
小
学
校
区
へ
の

道
路
整
備
に
つ
い
て
問
う

問
　
病
院
の
移
転
計
画
及
び
移

転
場
所
の
選
定
は
。

問
　
病
院
、
統
合
庁
舎
、
イ
オ

ン
下
田
周
辺
を
含
め
た
今
後
の

町
づ
く
り
を
町
長
は
ど
の
よ
う

な
構
想
を
持
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
統
合
庁
舎
建
設
と
一
体
的
に

進
め
て
い
く
こ
と
を
政
策
公
約
と

し
て
い
る
。

　
築
年
数
に
よ
る
施
設
の
老
朽
化

や
災
害
想
定
区
域
で
あ
る
立
地
等

の
理
由
か
ら
早
期
の
事
業
着
手
が

必
要
と
考
え
て
い
る
。

　
総
務
省
よ
り
「
持
続
可
能
な
地

域
医
療
提
供
体
制
を
確
保
す
る
た

め
の
公
立
病
院
経
営
強
化
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
で
公
立
病
院
経
営
強
化

プ
ラ
ン
の
策
定
を
求
め
ら
れ
、
今

定
例
会
に
調
査
分
析
に
係
る
経
費

を
予
算
計
上
し
た
。
次
の
病
院
移

転
建
設
基
本
構
想
に
向
け
た
基
礎

調
査
と
位
置
付
け
な
が
ら
着
手
す

る
予
定
。

　
　
お
い
ら
せ
病
院
、
本
庁
舎
・

分
庁
舎
、
い
ず
れ
も
津
波
や
洪
水

な
ど
の
浸
水
想
定
区
域
に
あ
る
た

め
、
早
期
に
高
台
移
転
で
き
る
よ

う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。
二

つ
と
も
新
た
な
公
共
施
設
で
あ

り
、
立
地
エ
リ
ア
は
、
新
た
な
都

市
機
能
を
形
成
し
、
新
た
な
町
づ

く
り
に
つ
な
が
る
絶
好
の
機
会
と

考
え
て
い
る
。

　
お
い
ら
せ
病
院
の
移
転
と
統
合

庁
舎
の
建
設
を
一
体
的
に
進
め
て

い
き
た
い
。
現
在
、
新
庁
舎
建
設

候
補
地
の
選
定
に
関
し
内
容
等
を

整
理
し
て
い
る
が
、
都
市
機
能
の

形
成
、
防
災
拠
点
、
土
地
利
用
の

観
点
か
ら
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
周

辺
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
こ
の
エ
リ
ア
に
、
新
庁
舎
と
お

い
ら
せ
病
院
を
一
体
的
に
立
地
誘

導
す
る
こ
と
に
よ
り
、
行
政
サ
ー

ビ
ス
、
医
療
サ
ー
ビ
ス
、
大
型
商

業
施
設
と
を
連
携
配
置
し
、
相
乗

効
果
を
高
め
、
利

便
性
の
高
い
快
適

な
都
市
拠
点
の
形

成
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
と
考
え
て

い
る
。

問
　
２
０
２
１
年
度
の
全
国
小

中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
数

は
過
去
最
多
と
文
部
科
学
省
の

調
査
結
果
が
公
表
さ
れ
た
。

　
当
町
の
不
登
校
児
童
生
徒
の

実
態
は
。

問
　
当
町
の
令
和
４
年
度
全
国

学
力・学
習
状
況
調
査
結
果
は
。

　
ま
た
、
こ
の
結
果
を
町
広
報

紙
等
で
公
表
し
な
い
の
か
。

　
　
不
登
校
や
い
じ
め
、
進
路
等

の
問
題
を
抱
え
て
い
る
児
童
生
徒

及
び
保
護
者
の
相
談
、
解
決
の
手

助
け
を
行
っ
て
い
る
。
み
な
く
る

館
で
週
４
日
、
北
公
民
館
で
月
２

回
の
相
談
活
動
等
を
開
催
し
て
い

る
。

　
　
令
和
３
年
度
の
不
登
校
児
童

生
徒
数
は
小
学
校
17
人
、
中
学
校

31
人
の
計
48
人
。

問
　
み
な
く
る
館
に
教
育
相
談

員
が
配
置
さ
れ
て
い
る
が
、
業

務
内
容
と
活
動
の
実
態
は
。

　
　
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は
職
員

給
料
を
学
歴
別
、
経
験
年
数
別
に

区
分
し
、
経
験
年
数
を
２
年
か
ら

５
年
の
区
分
ご
と
に
職
員
数
を
振

り
分
け
た
も
の
を
積
み
上
げ
算

出
。
そ
の
年
度
の
職
員
構
成
や
級

別
の
職
員
数
に
よ
っ
て
も
変
動

し
、
級
の
構
成
に
よ
る
違
い
も
生

じ
る
た
め
要
因
を
特
定
す
る
こ
と

は
難
し
い
。

　
ま
た
、
上
北
郡
内
の
昇
格
基
準

も
、
各
町
村
が
人
事
を
管
理
す
る

取
扱
運
用
を
定
め
て
い
る
た
め
町

村
間
の
比
較
は
で
き
な
い
。

　同一区域に病院、統合庁舎を建設し
新たなまちづくりを　

木
ノ
下
小
学
校
区
へ
の

　郵
便
局
新
規
開
局
に

伴
う
課
題
は

答

答

答 答

問

問

問 問答 答

問問

答

答

答

問答 問

問答

問問

問 答 答問



　
　
北
部
地
区
の
町
内
会
長
か
ら

相
談
を
受
け
情
報
交
換
を
実
施
。

ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
の
改
善
や
収
集

場
所
の
確
保
等
の
ご
提
案
を
頂
い

て
い
る
。
今
後
も
情
報
交
換
を
行

い
課
題
解
決
に
努
め
て
い
く
。
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　町は早急に災害に対し、
　「犠牲者ゼロ」を目指す方針を　

問
　
県
で
は
、
死
者
最
大
５
万

３
千
人
と
予
測
し
た
一
方
で
、

防
災
意
識
の
改
善
で
迅
速
な
避

難
行
動
が
図
れ
れ
ば
、
７
割
程

度
減
ら
せ
る
と
試
算
。
地
震
発

生
後
、
12
分
以
内
の
行
動
が
減

災
の
鍵
を
握
る
こ
と
も
判
明
し

て
い
る
。
今
後
町
民
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
方
法
で
防
災
意
識

の
改
善
を
図
る
の
か
。

　
　
９
月
に
全
世
帯
と
事
業
所
へ

改
訂
版
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布
。

　
10
月
以
降
、
町
内
会
や
自
主
防

災
組
織
へ
説
明
会
を
開
催
し
、
第

一
波
到
達
の
35
分
以
内
に
浸
水
想

定
区
域
外
に
早
急
に
避
難
す
る
よ

う
説
明
し
て
い
る
。

問
　
減
災
対
策
に
は
、
自
助
・

共
助
・
公
助
に
よ
る
取
り
組
み

を
強
力
に
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
町
は
犠
牲
者
ゼ
ロ

を
目
指
す
た
め
の
方
針
を
掲
げ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
が
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

問
　
現
避
難
場
所
や
避
難
途
中

の
橋
な
ど
の
耐
震
化
チ
ェ
ッ

ク
、
ま
た
は
民
間
企
業
の
施
設

借
用
や
百
石
高
校
へ
の
避
難
等

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
再

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
万
全
な
体

制
を
と
っ
て
ほ
し
い
が
町
の
対

応
は
。

　
　
と
に
か
く
早
く
逃
げ
、
弱
者

の
方
に
は
皆
で
支
援
し
避
難
す

る
。
命
を
守
る
行
動
が
と
れ
る
よ

う
様
々
な
機
会
に
周
知
し
、
継
続

し
て
避
難
訓
練
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

青
森
県
太
平
洋
沖
最
大
規
模
地
震
、

津
波
被
害
対
策
は

問
　
死
者
最
大
５
万
３
千
人
と

い
う
見
出
し
を
見
て
、
背
筋
が

凍
る
思
い
を
し
た
。
県
南
地
方

で
は
八
戸
、む
つ
市
に
次
い
で
、

お
い
ら
せ
町
が
２
５
０
０
人

（
冬
の
午
後
６
時
想
定
）
の
人

的
被
害
が
出
る
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
町
長
は
、
こ
の
こ
と

を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
う
感
じ

た
の
か
。

　
　
当
町
の
人
的
被
害
の
想
定

に
、と
て
も
驚
い
た
。通
勤
、通
学

の
時
間
帯
で
、
相
当
な
被
害
が
出

る
こ
と
も
改
め
て
認
識
し
た
。

　
地
震
が
起
き
た
時
点
で
早
期
に

避
難
す
る
こ
と
、
地
震
の
備
え
を

す
る
こ
と
な
ど
、
町
民
に
対
し
て

の
説
明
や
訓
練
等
の
実
施
に
よ

り
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改
め

て
認
識
し
た
。

問
　
災
害
は
予
告
な
し
に
発
生

す
る
た
め
、
即
時
に
対
応
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
お
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
、
お
い
ら
せ
病

院
を
含
む
町
内
の
医
療
施
設
の

入
院
患
者
、
な
ら
び
に
介
護
施

設
の
入
所
者
の
避
難
計
画
お
よ

び
避
難
訓
練
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼

児
等
の
要
配
慮
者
が
利
用
す
る
施

設
は
、
各
種
法
律
に
定
め
ら
れ
た

規
定
に
よ
り
避
難
確
保
計
画
の
作

成
及
び
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　
お
い
ら
せ
病
院
で
は
過
去
に
一

度
、
近
く
の
臨
時
避
難
所
へ
の
移

動
が
困
難
な
入
院
患
者
に
つ
い

て
、
病
院
内
で
の
垂
直
避
難
（
よ

り
安
全
な
上
の
階
へ
の
避
難
）
訓

練
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
介
護
保
険
入
所
施
設
も
同
様

に
、
各
種
法
律
や
省
令
に
お
い
て

非
常
災
害
計
画
の
作
成
及
び
避
難

訓
練
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。

問
　
過
去
に
北
部
地
区
を
流
れ

る
稲
生
川
を
利
用
し
て
歩
道
を

設
置
す
る
構
想
が
示
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
稲
生
川
土
地
改
良
区
所
有
の

水
路
へ
の
蓋
掛
け
に
よ
る
歩
道
整

備
に
向
け
、
今
年
度
内
に
構
造
検

討
及
び
管
理
者
で
あ
る
土
地
改
良

区
と
の
協
議
を
完
了
し
、
令
和
５

年
度
当
初
予
算
に
工
事
費
を
計
上

す
る
予
定
。

　
　
10
月
７
日
に
用
地
を
取
得

し
、
10
月
13
日
付
で
所
有
権
移
転

登
記
が
完
了
。
な
お
、
日
本
郵
便

株
式
会
社
か
ら
は
、
現
時
点
で
は

令
和
６
年
春
ご
ろ
と
伺
っ
て
い

る
。

北
部
地
区
へ
の
郵
便
局
誘
致
は

問
　
９
月
定
例
会
で
木
ノ
下
児

童
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
館
前
の
用

地
取
得
費
用
９
７
０
万
円
が
承

認
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

医
療
及
び
介
護
施
設
の

災
害
対
策
は

「
稲
生
通
り
」へ
の
歩
行
者

優
先
歩
道
の
設
置
は

問
　
現
在
、
町
内
会
が
使
用
し

て
い
る
集
会
施
設
等
の
維
持
管

理
費
は
誰
が
負
担
し
て
い
る
の

か
。

　
　
町
内
会
の
集
会
施
設
は
41
施

設
あ
り
、
町
の
所
有
が
19
施
設
、

町
内
会
の
所
有
が
22
施
設
で
施
設

の
利
用
管
理
は
各
町
内
会
が
行
っ

て
い
る
。

　
町
内
会
所
有
の
ガ
ス
代
は
全
町

内
会
が
負
担
。
町
所
有
の
19
施
設

の
う
ち
ガ
ス
代
を
除
く
全
て
の
費

用
を
町
が
負
担
し
て
い
る
の
は
３

施
設
。
ガ
ス
代
と
燃
料
代
を
除
く

電
気
料
、
上
下
水
道
使
用
料
金
を

負
担
し
て
い
る
の
は
７
施
設
。
修

繕
料
の
み
を
負
担
し
て
い
る
の
が

９
施
設
。

　
ま
た
、
町
内
会
所
有
の
22
施
設

は
全
費
用
を
町
内
会
が
負
担
し
て

い
る
が
、
維
持
管
理
助
成
金
等
を

町
が
交
付
し
て
い
る
。

問
　
統
一
さ
れ
て
い
な
い
制
度

は
、
住
民
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
早
く
統
一
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

　
　
旧
両
町
の
合
併
協
議
会
時

に
、
両
町
制
度
に
差
異
が
あ
っ
た

た
め
、
何
ら
か
の
調
整
を
要
す
る

事
務
事
業
は
２
５
３
項
目
あ
っ

た
。こ
れ
ら
は「
統
合
」、「
再
編
」、

「
廃
止
」
の
い
ず
れ
か
で
調
整
を

行
う
よ
う
決
定
。
現
在
も
未
調
整

の
項
目
は
、
新
町
の
一
体
性
の
確

保
と
い
う
点
か
ら
統
一
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き

調
整
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
借
家
オ
ー
ナ
ー
の
無
関

心
、
借
家
・
集
合
住
宅
管
理
会

社
の
対
応
不
良
等
で
、
ゴ
ミ
集

積
場
所
の
確
保
が
非
常
に
困
難

と
の
こ
と
。
こ
の
こ
と
を
町
内

会
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
な
い

か
。

　
　
ゴ
ミ
集
積
か
ご
に
ポ
ス
タ
ー

掲
示
を
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
マ
ナ
ー
違
反
者
を
特
定
で

き
た
場
合
、
電
話
や
手
紙
等
で
指

導
し
て
い
る
。

問
　
い
ま
だ
に
ゴ
ミ
出
し
マ

ナ
ー
が
守
ら
れ
ず
、
ゴ
ミ
収
集

場
所
が
汚
れ
て
い
る
。
町
か
ら

何
ら
か
の
指
導
が
で
き
な
い
も

の
か
。

問
　
減
災
対
策
は
ま
ず
、
自
ら

の
命
は
自
ら
守
る
こ
と
が
原
則

と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
30
分
以
内
に
避
難

で
き
な
い
方
を
ど
う
す
る
べ
き

か
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ

る
。
避
難
困
難
な
方
へ
の
対
策

は
。

　
　
車
へ
の
相
乗
り
や
、
家
族
等

の
支
援
、
時
間
が
足
り
ず
避
難
困

難
な
方
は
分
庁
舎
や
百
石
高
校
、

百
石
道
路
の
避
難
階
段
等
、
近
く

の
緊
急
避
難
施
設
に
避
難
す
る
。

避
難
方
法
に
つ
い
て
繰
返
し
周
知

す
る
。

　
　
耐
震
化
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

で
法
律
等
に
基
づ
き
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
民
間
企
業
の
施
設
借
用

は
、
毎
年
緊
急
避
難
施
設
と
し
て

利
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
協

力
を
お
願
い
し
、
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　旧百石町と旧下田町の
行政制度の一本化について　

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
伺
う

合
併
後
16
年
８
か
月
が
経
過

し
た
現
在
、
未
だ
に
統
一
さ

れ
て
い
な
い
制
度
に
つ
い
て

問
う

▲北部地区郵便局建設予定地

▲稲生川と「稲生通り」

答

答

答

問問

問

問答 答

問

答

答

答 答

答

問

問答 問

問問

問 答 問



　
　
北
部
地
区
の
町
内
会
長
か
ら

相
談
を
受
け
情
報
交
換
を
実
施
。

ゴ
ミ
出
し
マ
ナ
ー
の
改
善
や
収
集

場
所
の
確
保
等
の
ご
提
案
を
頂
い

て
い
る
。
今
後
も
情
報
交
換
を
行

い
課
題
解
決
に
努
め
て
い
く
。
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馬　場　正　治 議員
ば ば はるまさ

澤　上　　　訓　 議員
さわ かみ さとし

　町は早急に災害に対し、
　「犠牲者ゼロ」を目指す方針を　

問
　
県
で
は
、
死
者
最
大
５
万

３
千
人
と
予
測
し
た
一
方
で
、

防
災
意
識
の
改
善
で
迅
速
な
避

難
行
動
が
図
れ
れ
ば
、
７
割
程

度
減
ら
せ
る
と
試
算
。
地
震
発

生
後
、
12
分
以
内
の
行
動
が
減

災
の
鍵
を
握
る
こ
と
も
判
明
し

て
い
る
。
今
後
町
民
に
対
し
て

ど
の
よ
う
な
方
法
で
防
災
意
識

の
改
善
を
図
る
の
か
。

　
　
９
月
に
全
世
帯
と
事
業
所
へ

改
訂
版
防
災
マ
ッ
プ
を
配
布
。

　
10
月
以
降
、
町
内
会
や
自
主
防

災
組
織
へ
説
明
会
を
開
催
し
、
第

一
波
到
達
の
35
分
以
内
に
浸
水
想

定
区
域
外
に
早
急
に
避
難
す
る
よ

う
説
明
し
て
い
る
。

問
　
減
災
対
策
に
は
、
自
助
・

共
助
・
公
助
に
よ
る
取
り
組
み

を
強
力
に
行
う
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

　
そ
こ
で
、
町
は
犠
牲
者
ゼ
ロ

を
目
指
す
た
め
の
方
針
を
掲
げ

て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
る
が
ど

う
考
え
て
い
る
の
か
。

問
　
現
避
難
場
所
や
避
難
途
中

の
橋
な
ど
の
耐
震
化
チ
ェ
ッ

ク
、
ま
た
は
民
間
企
業
の
施
設

借
用
や
百
石
高
校
へ
の
避
難
等

が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
再

チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
万
全
な
体

制
を
と
っ
て
ほ
し
い
が
町
の
対

応
は
。

　
　
と
に
か
く
早
く
逃
げ
、
弱
者

の
方
に
は
皆
で
支
援
し
避
難
す

る
。
命
を
守
る
行
動
が
と
れ
る
よ

う
様
々
な
機
会
に
周
知
し
、
継
続

し
て
避
難
訓
練
す
る
こ
と
が
重
要

と
考
え
て
い
る
。

青
森
県
太
平
洋
沖
最
大
規
模
地
震
、

津
波
被
害
対
策
は

問
　
死
者
最
大
５
万
３
千
人
と

い
う
見
出
し
を
見
て
、
背
筋
が

凍
る
思
い
を
し
た
。
県
南
地
方

で
は
八
戸
、む
つ
市
に
次
い
で
、

お
い
ら
せ
町
が
２
５
０
０
人

（
冬
の
午
後
６
時
想
定
）
の
人

的
被
害
が
出
る
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
町
長
は
、
こ
の
こ
と

を
ど
う
受
け
止
め
、
ど
う
感
じ

た
の
か
。

　
　
当
町
の
人
的
被
害
の
想
定

に
、と
て
も
驚
い
た
。通
勤
、通
学

の
時
間
帯
で
、
相
当
な
被
害
が
出

る
こ
と
も
改
め
て
認
識
し
た
。

　
地
震
が
起
き
た
時
点
で
早
期
に

避
難
す
る
こ
と
、
地
震
の
備
え
を

す
る
こ
と
な
ど
、
町
民
に
対
し
て

の
説
明
や
訓
練
等
の
実
施
に
よ

り
、
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
改
め

て
認
識
し
た
。

問
　
災
害
は
予
告
な
し
に
発
生

す
る
た
め
、
即
時
に
対
応
で
き

る
よ
う
準
備
し
て
お
く
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
が
、
お
い
ら
せ
病

院
を
含
む
町
内
の
医
療
施
設
の

入
院
患
者
、
な
ら
び
に
介
護
施

設
の
入
所
者
の
避
難
計
画
お
よ

び
避
難
訓
練
は
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳
幼

児
等
の
要
配
慮
者
が
利
用
す
る
施

設
は
、
各
種
法
律
に
定
め
ら
れ
た

規
定
に
よ
り
避
難
確
保
計
画
の
作

成
及
び
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
こ

と
と
な
っ
て
い
る
。

　
お
い
ら
せ
病
院
で
は
過
去
に
一

度
、
近
く
の
臨
時
避
難
所
へ
の
移

動
が
困
難
な
入
院
患
者
に
つ
い

て
、
病
院
内
で
の
垂
直
避
難
（
よ

り
安
全
な
上
の
階
へ
の
避
難
）
訓

練
を
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

等
の
介
護
保
険
入
所
施
設
も
同
様

に
、
各
種
法
律
や
省
令
に
お
い
て

非
常
災
害
計
画
の
作
成
及
び
避
難

訓
練
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
。

問
　
過
去
に
北
部
地
区
を
流
れ

る
稲
生
川
を
利
用
し
て
歩
道
を

設
置
す
る
構
想
が
示
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
の
進
捗
状
況
は
。

　
　
稲
生
川
土
地
改
良
区
所
有
の

水
路
へ
の
蓋
掛
け
に
よ
る
歩
道
整

備
に
向
け
、
今
年
度
内
に
構
造
検

討
及
び
管
理
者
で
あ
る
土
地
改
良

区
と
の
協
議
を
完
了
し
、
令
和
５

年
度
当
初
予
算
に
工
事
費
を
計
上

す
る
予
定
。

　
　
10
月
７
日
に
用
地
を
取
得

し
、
10
月
13
日
付
で
所
有
権
移
転

登
記
が
完
了
。
な
お
、
日
本
郵
便

株
式
会
社
か
ら
は
、
現
時
点
で
は

令
和
６
年
春
ご
ろ
と
伺
っ
て
い

る
。

北
部
地
区
へ
の
郵
便
局
誘
致
は

問
　
９
月
定
例
会
で
木
ノ
下
児

童
セ
ン
タ
ー
み
ら
い
館
前
の
用

地
取
得
費
用
９
７
０
万
円
が
承

認
さ
れ
た
が
、
そ
の
後
の
進
捗

状
況
は
。

▼ 

一
般
質
問

▼ 

一
般
質
問

医
療
及
び
介
護
施
設
の

災
害
対
策
は

「
稲
生
通
り
」へ
の
歩
行
者

優
先
歩
道
の
設
置
は

問
　
現
在
、
町
内
会
が
使
用
し

て
い
る
集
会
施
設
等
の
維
持
管

理
費
は
誰
が
負
担
し
て
い
る
の

か
。

　
　
町
内
会
の
集
会
施
設
は
41
施

設
あ
り
、
町
の
所
有
が
19
施
設
、

町
内
会
の
所
有
が
22
施
設
で
施
設

の
利
用
管
理
は
各
町
内
会
が
行
っ

て
い
る
。

　
町
内
会
所
有
の
ガ
ス
代
は
全
町

内
会
が
負
担
。
町
所
有
の
19
施
設

の
う
ち
ガ
ス
代
を
除
く
全
て
の
費

用
を
町
が
負
担
し
て
い
る
の
は
３

施
設
。
ガ
ス
代
と
燃
料
代
を
除
く

電
気
料
、
上
下
水
道
使
用
料
金
を

負
担
し
て
い
る
の
は
７
施
設
。
修

繕
料
の
み
を
負
担
し
て
い
る
の
が

９
施
設
。

　
ま
た
、
町
内
会
所
有
の
22
施
設

は
全
費
用
を
町
内
会
が
負
担
し
て

い
る
が
、
維
持
管
理
助
成
金
等
を

町
が
交
付
し
て
い
る
。

問
　
統
一
さ
れ
て
い
な
い
制
度

は
、
住
民
負
担
の
公
平
性
の
観

点
か
ら
、
早
く
統
一
を
図
る
べ

き
と
考
え
る
が
。

　
　
旧
両
町
の
合
併
協
議
会
時

に
、
両
町
制
度
に
差
異
が
あ
っ
た

た
め
、
何
ら
か
の
調
整
を
要
す
る

事
務
事
業
は
２
５
３
項
目
あ
っ

た
。こ
れ
ら
は「
統
合
」、「
再
編
」、

「
廃
止
」
の
い
ず
れ
か
で
調
整
を

行
う
よ
う
決
定
。
現
在
も
未
調
整

の
項
目
は
、
新
町
の
一
体
性
の
確

保
と
い
う
点
か
ら
統
一
の
必
要
性

を
感
じ
て
い
る
た
め
、
引
き
続
き

調
整
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

問
　
借
家
オ
ー
ナ
ー
の
無
関

心
、
借
家
・
集
合
住
宅
管
理
会

社
の
対
応
不
良
等
で
、
ゴ
ミ
集

積
場
所
の
確
保
が
非
常
に
困
難

と
の
こ
と
。
こ
の
こ
と
を
町
内

会
か
ら
相
談
を
受
け
て
い
な
い

か
。

　
　
ゴ
ミ
集
積
か
ご
に
ポ
ス
タ
ー

掲
示
を
す
る
な
ど
対
策
を
講
じ
て

い
る
。
マ
ナ
ー
違
反
者
を
特
定
で

き
た
場
合
、
電
話
や
手
紙
等
で
指

導
し
て
い
る
。

問
　
い
ま
だ
に
ゴ
ミ
出
し
マ

ナ
ー
が
守
ら
れ
ず
、
ゴ
ミ
収
集

場
所
が
汚
れ
て
い
る
。
町
か
ら

何
ら
か
の
指
導
が
で
き
な
い
も

の
か
。

問
　
減
災
対
策
は
ま
ず
、
自
ら

の
命
は
自
ら
守
る
こ
と
が
原
則

と
考
え
る
。

　
し
か
し
、
30
分
以
内
に
避
難

で
き
な
い
方
を
ど
う
す
る
べ
き

か
と
い
う
大
き
な
課
題
が
あ

る
。
避
難
困
難
な
方
へ
の
対
策

は
。

　
　
車
へ
の
相
乗
り
や
、
家
族
等

の
支
援
、
時
間
が
足
り
ず
避
難
困

難
な
方
は
分
庁
舎
や
百
石
高
校
、

百
石
道
路
の
避
難
階
段
等
、
近
く

の
緊
急
避
難
施
設
に
避
難
す
る
。

避
難
方
法
に
つ
い
て
繰
返
し
周
知

す
る
。

　
　
耐
震
化
は
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設

で
法
律
等
に
基
づ
き
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
民
間
企
業
の
施
設
借
用

は
、
毎
年
緊
急
避
難
施
設
と
し
て

利
用
で
き
る
こ
と
を
確
認
し
、
協

力
を
お
願
い
し
、
体
制
を
整
え
て

い
る
。

　旧百石町と旧下田町の
行政制度の一本化について　

ゴ
ミ
問
題
に
つ
い
て
伺
う

合
併
後
16
年
８
か
月
が
経
過

し
た
現
在
、
未
だ
に
統
一
さ

れ
て
い
な
い
制
度
に
つ
い
て

問
う

▲北部地区郵便局建設予定地

▲稲生川と「稲生通り」

答

答

答

問問

問

問答 答

問

答

答

答 答

答

問

問答 問

問問

問 答 問
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▼ 

一
般
質
問

▼ 

議
員
全
員
協
議
会

令和４年 第５回 議員全員協議会

増設する北公民館の取扱い
時間を18時までとした理由
は。

　　ま た、18時 と し た 場 合、
仕事帰りの町民を考慮してい
るのか。

【答】期日前投票所の増設分の取扱い時間は、町選挙
管理員会で設定ができる。試行的な要素もあり
18時までとし周知徹底を図りたい。

再　まずは分析するため20時までとし、結果を見
て判断してから18時までとすべきでは。

【答】18時までで実施してみて結果を検証していく。

午後６時から８時に期日前投
票に行く有権者は非常に少な
いと思われる。町長選挙や町
議会議員選挙の費用は一般財
源で賄っており、費用対効果
の説明があれば午後６時まで
とすることの理解ができると
思われるが。

【答】期日前投票所の時間別投票者データが手元にな
く詳細な説明ができないが、この時間帯は指摘
のとおり少ない。過去の実績を整理し説明、理
解いただけるよう努める。

【現況】
　期日前投票者の増加に伴い、現在の中央公民館の
スペースでは混雑が生じている。

【対策】
　選挙人（投票者）を分散し、待ち時間の短縮及び
利便性の向上を図る。
　期日前投票所を２箇所とし、イオンモール下田（町
PRコーナー）と北公民館（講堂）とする。
　それに伴い、不在者投票所もイオンモール下田へ
移設する。

【実施時期】
　令和５年４月１日以降に執行される選挙から実施。

【評価の主な意見】
　①ネーチャーセンター白鳥の家管理運営
　指定管理者制度の導入及び施設の改修や有
効活用について研究・検討し、令和６年度を
目途に方向性を示す。

　②おいらせ鮭まつり
　一度区切りをつけ廃止。観光物産協会等で
費用対効果等を踏まえた事業検討を行い、再
度実施したいと希望があれば検討を行う。

　③全国将棋祭り（実行委員会）
　将棋文化の普及や交流人口の拡大、町のＰ
Ｒ等の効果があると思われるので令和５年度
に実施後、祭りの内容について評価・検討を
行う。

期日前投票所等の見直し

▲

▲

【概要】少子高齢化、行政課題対応、
行政需要の複雑多様化により業務量
は増加する一方で、地方財政は厳し
さを増している。「ヒト、モノ、カネ」
には限りがあり「事業の選択と集中」
が必要なため令和元年度から事務事
業評価を実施。
　令和４年度の６８事業の結果を報告。

令和４年度事務事業評価の実施結果

▲

▲

▲イオンモール下田 ▲北公民館

▲白鳥の家

▲全国将棋祭り

１１月１４日（月）に開催し、８件について協議しました。
今回は『期日前投票等の見直し』『事務事業評価の実施結果』をピックアップして掲載しております。

木　村　忠　一 議員
き むら ちゅう いち

　人口規模にあった
　適切な町職員配置を望む　

問
　
建
設
場
所
と
敷
地
、
建
築

面
積
と
費
用
、
工
事
着
手
と
完

成
時
期
は
。

　
　
政
策
公
約
に
統
合
庁
舎
建
設

事
業
着
手
を
掲
げ
、
今
年
度
か
ら

実
現
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い

る
。
建
築
場
所
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
下
田
周
辺
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
お
り
、
平
成
25
年
策
定
の
庁
舎

整
備
検
討
報
告
書
で
、
敷
地
面
積

は
１
万
２
４
０
０
㎡
程
度
、
延
床

面
積
５
千
㎡
程
度
が
必
要
と
示
さ

れ
て
い
る
が
、
新
庁
舎
整
備
構
想

に
関
わ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
未

定
で
あ
る
。
費
用
も
基
本
計
画
を

進
め
る
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く

る
た
め
、
概
算
で
庁
舎
延
床
面
積

を
仮
に
５
千
㎡
と
し
た
場
合
、
30

億
円
か
ら
40
億
円
程
度
が
見
込
ま

れ
る
。
主
要
財
源
と
し
て
合
併
特

例
債
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
令
和
12
年
度
ま
で
の
活
用
期

限
を
踏
ま
え
令

和
９
年
度
ま
で

工
事
着
手
、
令

和
11
年
度
ま
で

に
事
業
完
了
し

た
い
。

問
　
県
内
の
町
村
役
場
と
比
較

し
、
職
員
一
人
当
た
り
の
人
的

割
合
は
。

問
　
建
設
場
所
の
候
補
地
及
び

工
事
着
工
と
完
成
時
期
は
。

　
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
周
辺
が

候
補
地
の
一
つ
。

　
ま
た
、
工
事
着
工
等
は
、
病
院

移
転
建
設
基
本
構
想
に
向
け
た
基

礎
調
査
に
着
手
後
、
各
種
手
続
き

や
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
た
め
、
現
時
点

で
は
未
定
。

問
　
経
営
改
善
対
策
は
。

　
　
収
支
改
善
や
収
入
確
保
、
経

費
削
減
へ
の
取
り
組
み
が
経
営
改

善
、
強
化
に
繋
が
る
と
捉
え
て
い

る
。

　
職
員
の
経
営
へ
の
関
心
を
高
め

な
が
ら
、
病
床
機
能
の
最
適
化
を

目
指
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ

の
増
床
を
進
め
、
社
会
・
在
宅
復

帰
を
目
指
す
。
60
日
ま
で
の
入
院

期
間
を
活
用
す
る
こ
と
で
必
要
な

治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
が
受
け
ら
れ
、

患
者
や
家
族
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
り
、
安
定
的
な
収
益
を
目
指

す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
令
和
３
年
度
に
老
朽
化
調
査

を
実
施
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
状
態

は
比
較
的
良
好
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
、
調
査
で
の
指
摘
箇
所
は
立
入

制
限
等
の
対
策
を
講
じ
運
用
し
て

い
る
。
改
築
計
画
は
な
い
が
、
今

後
も
安
全
対
策
を
図
る
た
め
必
要

に
応
じ
た
修
繕
と
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
建
物
前
の
低
木
は
本
庁

舎
の
植
栽
管
理
で
維
持
管
理
し
て

お
り
、
高
木
は
今
後
、
伐
採
す
る

予
定
。

問
　
改
築
計
画
及
び
建
物
前
の

樹
木
の
管
理
計
画
は
。

問
　
体
調
不
良
で
休
業
し
て
い

る
職
員
が
多
く
な
っ
て
き
た
と

聞
い
て
い
る
。
各
課
長
か
ら
要

望
が
あ
る
人
員
数
と
、
そ
の
人

員
数
を
確
保
で
き
て
い
る
か
。

　
　
体
調
不
良
で
数
名
の
職
員
が

休
ん
で
お
り
、
心
配
を
お
か
け
し

て
い
る
。
各
課
長
か
ら
の
人
員
配

置
要
望
等
は
、毎
年
度
３
回
程
度
、

副
町
長
と
総
務
課
長
が
各
課
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
相
応
の
人
員
配

置
要
望
等
が
出
て
い
る
も
の
の
、

財
政
状
況
や
職
員
配
置
の
あ
り
方

等
を
踏
ま
え
、
要
望
通
り
の
配
置

と
な
っ
て
い
な
い
。

　
な
お
、
要
望
人
員
配
置
等
、
具

体
的
な
答
弁
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
　
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、

県
内
町
村
の
普
通
会
計
ベ
ー
ス
の

職
員
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
人
口
で
割

っ
た
数
値
は
職
員
１
人
当
た
り
１

８
３
人
で
、
県
内
30
町
村
中
で
最

も
多
い
の
は
当
町
で
あ
っ
た
。

中
央
公
民
館
の
老
朽
化
対
策
は

職
員
の
人
数
は

足
り
て
い
る
の
か

庁
舎
の
建
設
事
業
は

お
い
ら
せ
病
院
の
建
設
事
業
は

　
▲現在の中央公民館

吉村 敏文 議員
よしむら としぶみ

馬場 正治 議員
ば　ば まさはる

場所 投票
区分

取扱い
時　間

取扱い
期　間

令
和
５
年
４
月
〜

イオンモール下田
おいらせ町
PRコーナー

期日前
・
不在者

８：３０

～

２０：００

公・告示の
翌日から選
挙期日前日
まで

北公民館
講堂 期日前

９：００

～

１８：００

町選挙４日間
国・県選挙
８日間

現
在 中央公民館

期日前
・
不在者

８：３０

～

２０：００

公・告示の
翌日から選
挙期日前日
まで

件数
５７件
８件
２件
１件

継続又は拡充
改善継続
検討・内容見直し
抜本的見直し

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

評価区分

答答

答

答 答

問問

問

問問

答 問

問

問

再
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▼ 

一
般
質
問

▼ 

議
員
全
員
協
議
会

令和４年 第５回 議員全員協議会

増設する北公民館の取扱い
時間を18時までとした理由
は。

　　ま た、18時 と し た 場 合、
仕事帰りの町民を考慮してい
るのか。

【答】期日前投票所の増設分の取扱い時間は、町選挙
管理員会で設定ができる。試行的な要素もあり
18時までとし周知徹底を図りたい。

再　まずは分析するため20時までとし、結果を見
て判断してから18時までとすべきでは。

【答】18時までで実施してみて結果を検証していく。

午後６時から８時に期日前投
票に行く有権者は非常に少な
いと思われる。町長選挙や町
議会議員選挙の費用は一般財
源で賄っており、費用対効果
の説明があれば午後６時まで
とすることの理解ができると
思われるが。

【答】期日前投票所の時間別投票者データが手元にな
く詳細な説明ができないが、この時間帯は指摘
のとおり少ない。過去の実績を整理し説明、理
解いただけるよう努める。

【現況】
　期日前投票者の増加に伴い、現在の中央公民館の
スペースでは混雑が生じている。

【対策】
　選挙人（投票者）を分散し、待ち時間の短縮及び
利便性の向上を図る。
　期日前投票所を２箇所とし、イオンモール下田（町
PRコーナー）と北公民館（講堂）とする。
　それに伴い、不在者投票所もイオンモール下田へ
移設する。

【実施時期】
　令和５年４月１日以降に執行される選挙から実施。

【評価の主な意見】
　①ネーチャーセンター白鳥の家管理運営
　指定管理者制度の導入及び施設の改修や有
効活用について研究・検討し、令和６年度を
目途に方向性を示す。

　②おいらせ鮭まつり
　一度区切りをつけ廃止。観光物産協会等で
費用対効果等を踏まえた事業検討を行い、再
度実施したいと希望があれば検討を行う。

　③全国将棋祭り（実行委員会）
　将棋文化の普及や交流人口の拡大、町のＰ
Ｒ等の効果があると思われるので令和５年度
に実施後、祭りの内容について評価・検討を
行う。

期日前投票所等の見直し

▲
▲

【概要】少子高齢化、行政課題対応、
行政需要の複雑多様化により業務量
は増加する一方で、地方財政は厳し
さを増している。「ヒト、モノ、カネ」
には限りがあり「事業の選択と集中」
が必要なため令和元年度から事務事
業評価を実施。
　令和４年度の６８事業の結果を報告。

令和４年度事務事業評価の実施結果

▲
▲

▲イオンモール下田 ▲北公民館

▲白鳥の家

▲全国将棋祭り

１１月１４日（月）に開催し、８件について協議しました。
今回は『期日前投票等の見直し』『事務事業評価の実施結果』をピックアップして掲載しております。

木　村　忠　一 議員
き むら ちゅう いち

　人口規模にあった
　適切な町職員配置を望む　

問
　
建
設
場
所
と
敷
地
、
建
築

面
積
と
費
用
、
工
事
着
手
と
完

成
時
期
は
。

　
　
政
策
公
約
に
統
合
庁
舎
建
設

事
業
着
手
を
掲
げ
、
今
年
度
か
ら

実
現
に
向
け
て
作
業
を
進
め
て
い

る
。
建
築
場
所
は
、
イ
オ
ン
モ
ー

ル
下
田
周
辺
が
望
ま
し
い
と
考
え

て
お
り
、
平
成
25
年
策
定
の
庁
舎

整
備
検
討
報
告
書
で
、
敷
地
面
積

は
１
万
２
４
０
０
㎡
程
度
、
延
床

面
積
５
千
㎡
程
度
が
必
要
と
示
さ

れ
て
い
る
が
、
新
庁
舎
整
備
構
想

に
関
わ
る
た
め
、
現
時
点
で
は
未

定
で
あ
る
。
費
用
も
基
本
計
画
を

進
め
る
中
で
明
ら
か
に
な
っ
て
く

る
た
め
、
概
算
で
庁
舎
延
床
面
積

を
仮
に
５
千
㎡
と
し
た
場
合
、
30

億
円
か
ら
40
億
円
程
度
が
見
込
ま

れ
る
。
主
要
財
源
と
し
て
合
併
特

例
債
を
活
用
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
令
和
12
年
度
ま
で
の
活
用
期

限
を
踏
ま
え
令

和
９
年
度
ま
で

工
事
着
手
、
令

和
11
年
度
ま
で

に
事
業
完
了
し

た
い
。

問
　
県
内
の
町
村
役
場
と
比
較

し
、
職
員
一
人
当
た
り
の
人
的

割
合
は
。

問
　
建
設
場
所
の
候
補
地
及
び

工
事
着
工
と
完
成
時
期
は
。

　
　
イ
オ
ン
モ
ー
ル
下
田
周
辺
が

候
補
地
の
一
つ
。

　
ま
た
、
工
事
着
工
等
は
、
病
院

移
転
建
設
基
本
構
想
に
向
け
た
基

礎
調
査
に
着
手
後
、
各
種
手
続
き

や
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
取
り
組

み
を
進
め
て
い
く
た
め
、
現
時
点

で
は
未
定
。

問
　
経
営
改
善
対
策
は
。

　
　
収
支
改
善
や
収
入
確
保
、
経

費
削
減
へ
の
取
り
組
み
が
経
営
改

善
、
強
化
に
繋
が
る
と
捉
え
て
い

る
。

　
職
員
の
経
営
へ
の
関
心
を
高
め

な
が
ら
、
病
床
機
能
の
最
適
化
を

目
指
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
病
床
へ

の
増
床
を
進
め
、
社
会
・
在
宅
復

帰
を
目
指
す
。
60
日
ま
で
の
入
院

期
間
を
活
用
す
る
こ
と
で
必
要
な

治
療
・
リ
ハ
ビ
リ
が
受
け
ら
れ
、

患
者
や
家
族
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上

を
図
り
、
安
定
的
な
収
益
を
目
指

す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

　
　
令
和
３
年
度
に
老
朽
化
調
査

を
実
施
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
状
態

は
比
較
的
良
好
で
あ
る
と
評
価
さ

れ
、
調
査
で
の
指
摘
箇
所
は
立
入

制
限
等
の
対
策
を
講
じ
運
用
し
て

い
る
。
改
築
計
画
は
な
い
が
、
今

後
も
安
全
対
策
を
図
る
た
め
必
要

に
応
じ
た
修
繕
と
適
切
な
維
持
管

理
に
努
め
て
い
く
。

　
ま
た
、
建
物
前
の
低
木
は
本
庁

舎
の
植
栽
管
理
で
維
持
管
理
し
て

お
り
、
高
木
は
今
後
、
伐
採
す
る

予
定
。

問
　
改
築
計
画
及
び
建
物
前
の

樹
木
の
管
理
計
画
は
。

問
　
体
調
不
良
で
休
業
し
て
い

る
職
員
が
多
く
な
っ
て
き
た
と

聞
い
て
い
る
。
各
課
長
か
ら
要

望
が
あ
る
人
員
数
と
、
そ
の
人

員
数
を
確
保
で
き
て
い
る
か
。

　
　
体
調
不
良
で
数
名
の
職
員
が

休
ん
で
お
り
、
心
配
を
お
か
け
し

て
い
る
。
各
課
長
か
ら
の
人
員
配

置
要
望
等
は
、毎
年
度
３
回
程
度
、

副
町
長
と
総
務
課
長
が
各
課
ヒ
ア

リ
ン
グ
を
行
い
、
相
応
の
人
員
配

置
要
望
等
が
出
て
い
る
も
の
の
、

財
政
状
況
や
職
員
配
置
の
あ
り
方

等
を
踏
ま
え
、
要
望
通
り
の
配
置

と
な
っ
て
い
な
い
。

　
な
お
、
要
望
人
員
配
置
等
、
具

体
的
な
答
弁
は
控
え
さ
せ
て
い
た

だ
く
。

　
　
令
和
３
年
４
月
１
日
現
在
、

県
内
町
村
の
普
通
会
計
ベ
ー
ス
の

職
員
数
を
、
そ
れ
ぞ
れ
人
口
で
割

っ
た
数
値
は
職
員
１
人
当
た
り
１

８
３
人
で
、
県
内
30
町
村
中
で
最

も
多
い
の
は
当
町
で
あ
っ
た
。

中
央
公
民
館
の
老
朽
化
対
策
は

職
員
の
人
数
は

足
り
て
い
る
の
か

庁
舎
の
建
設
事
業
は

お
い
ら
せ
病
院
の
建
設
事
業
は

　
▲現在の中央公民館

吉村 敏文 議員
よしむら としぶみ

馬場 正治 議員
ば　ば まさはる

場所 投票
区分

取扱い
時　間

取扱い
期　間

令
和
５
年
４
月
〜

イオンモール下田
おいらせ町
PRコーナー

期日前
・
不在者

８：３０

～

２０：００

公・告示の
翌日から選
挙期日前日
まで

北公民館
講堂 期日前

９：００

～

１８：００

町選挙４日間
国・県選挙
８日間

現
在 中央公民館

期日前
・
不在者

８：３０

～

２０：００

公・告示の
翌日から選
挙期日前日
まで

件数
５７件
８件
２件
１件

継続又は拡充
改善継続
検討・内容見直し
抜本的見直し

Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

評価区分

答答

答

答 答

問問

問

問問

答 問

問

問

再



2席

　令和４年２月 27 日、澤上勝
議員の急逝に伴い行われた議員
補欠選挙により３年ぶりに議場
に送っていただきました。
　１年に満たない期間ではあり
ますが、安全安心な町づくりの
ため議会活動に努めて参りまし
た。4席

6席

　コロナ禍に入り生活様式が一
変しました。人と人との触れ合
いが制限される中での議員活動
となりましたが、地域の人々の
声を取り上げ、議員視察等の活
動を行ってきました。
　明るい地域発展のため、今後
も頑張る所存です。8席

10席

　代表議員活動として「土地規
制の見直し」「甲洋小学校区に対
しての定住促進条例の継続」「歩
道を含む安全な通学路の見直
し」「国道 338 号線歩道設備の
早期完成」等、町民目線で活動し
て来ました。今後も町民の声を
届けるため頑張ります。12席

14席

　私は、町民目線で議会活動を
続けています。北部地区への郵
便局設置、期日前投票所の増設、
コンビニでの税金の納付等々を
取り上げ訴えてきました。今後
も更なるおいらせ町発展の為、
積極的に活動し、責任ある行動
をして行きます。

1席

　議員１年生として戸惑いなが
ら１期を終えようとしていま
す。活動報告として申し上げれ
ば一般質問４回中、今年も心配
される除雪対策、また大雨によ
る災害対策など町民生活に密着
した内容を取り上げ、町へ質し
ました。

5席

　町政運営が適切に執行されて
いるか見守りながら、町民から
の要望、声に耳を傾け町民の生
活向上のために活動して参りま
した。
　議員活動にご協力いただきま
した皆様に感謝申し上げます。

9席

　町の基幹産業であります農業
や漁業をはじめとし、各分野の
抱える問題課題を本会議・常任
委員会で質問・提案をして来ま
した。
　今後も町民の声をしっかり受
け止め議員として責任を持って
活動して行く覚悟でございます。

13席

　議員活動は「行政のチェック
マン」として “町民目線” で町長
の施策執行に発言してきまし
た。
　議会活動は、一般質問等を通
じ、産業・文化・教育問題を論じ、
議会改革委員長としても、その
責に努めてきました。16席

議　長
ひでおにしだて

西舘　秀雄

副議長
ただしならやま

楢山　　忠　

議　員
としのぶかしわざき

柏﨑　利信

議　員
よしたかさわがしら
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議　員
まさはるば　ば

馬場　正治

　振り返れば、３年連続でコロ
ナに振り回された日々でした。
国民の生活様式や働き方が変化
し、私自身も議会活動において、
７割がコロナに関する質問であ
り、感染拡大防止のためマスク・
消毒・検温の原則を守りながら、
新たな前進をして参ります。

　新型コロナウイルス感染によ
り世界中が感染予防対策に追わ
れ、議会活動も制限、「町民の声
に耳を傾け、行政に反映」させる
機会が少なくなってしまいまし
た。挽回するため議員として、今
後どの様に取り組んでいくか、
大きな課題と感じております。

　令和元年度に視察研修を実施
致しました。その後、全国的に
新型コロナ感染症が蔓延し現在
に至っています。
　また現職議員のまま急逝され
た澤上勝議員の後を受け、八戸
広域事務組合議員として職務に
精進しております。

　令和初の議会議長として円滑
な議会運営に努める事を第一に
取り組んで来ました。
　現在、上北郡議長会副会長と
して各町村議長との意見や情報
交換は大変貴重であり私にとっ
て大きな糧となっております。

3席

　町民の声を受け８回の一般質
問を行い、主に子どもを事故か
ら守る安全・安心なまちづくり、
小中学校の給食費や医療費の無
料化などの子育て支援政策、ス
クールバスの更新、障害者への
合理的配慮などを訴え、町政に
反映させることができました。

7席

　「児童虐待、不登校、養育困難、
いじめへの対策」「地域に根差し
た介護人材の育成」「高齢者や障
がい者、交通弱者への生活支援
事業としてのデマンドバスの成
立」「北部地区への郵便局設置」

「官民一体のコロナ対策」「町道
整備」に取り組みました。

11席

　４年間を振り返りますと町民
の皆様から多くのご意見・ご要
望をいただき、議員活動の基本
として現場に足を運び常任委員
会・議会運営委員会等を通じ、
また担当課に直接声を届ける事
を信念として取り組んで来まし
た。

15席

　４年間ありがとうございまし
た。町民みなさんの声を届けた
つもりですが、まだまだ課題が
山積しています。子供達の夢を
もっともっと手助けしたい。
　町の安全・安心・発展のため
にみなさんと共に考え続けま
す。

掲　載　テ　ー　マ

「４ 年 間 の 議 員 活 動 報 告」
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▲交通対策について視察する総務文教常任委員
　令和元年10月28日富山県入善町訪問

▲防災対策を視察する産業民生常任委員
　香川県直島町令和元年11月12日訪問
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■12月定例会（議案審議）
■12月定例会（補正予算）
■ここが聞きたい一般質問（７名）
■議員全員協議会
■４年間の議員活動報告
■行政報告

「今年も日は昇る」
～ 光り輝く年に ～

（写真提供：平野 敏彦 委員）

 
 

   

 

第４回定例会　行政報告
住民票等コンビニ交付サービスの開始、海岸漂着物（流木）の対応状況について報告がありました。

報告内容は抜粋して掲載しております。
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　町議会会議規則に「質問者は、議長の定めた期間内
に、議長にその要旨を文書で通告しなければならな
い。」と規定されており、定例会招集告示日を含め13日
後の午前中までが締切日となりますが、町民の意見を
取り上げ、質問するかは議員の個別判断となります。

　議員一般質問へ「町民の意見」を取上げてもら
うためには、いつまでに伝えれば間に合いますか。

＝傍聴者の “ギモン ”＝

【報告概要】
　マイナンバーカードを所有している住民が、全国
のコンビニ等に設置されているマルチコピー機を利
用し、住民票や印鑑登録証明書等を取得でき、役場
閉庁時（早朝、夜間や休日）でも、町内外問わず最
寄りのコンビニ等で必要な証明書を取得できるサ
ービスを開始する。

【サービス内容】
○令和５年１月10日から
○利用可能時間
　午前６時30分から午後11時まで
○取得できる証明書

※詳しくは、おいらせ町のホームページをご覧下さい。

【報告概要】
　８月３日からの大雨による被害により、二川目か
ら横道の海岸に大量の流木等が漂着した。

【町の対応】
　関係課との打合せや海岸パトロール、県の関係部
署と協議を実施。９月15日に水門等の海岸保全施
設に支障が出ると思われる区間の流木を県が撤去
し、10月中旬以降に砂浜の堤防付近に集積すると
報告があった。ペットボトル等の簡易なごみは町で
撤去するよう依頼があり、10月12日に関係課職
員で海岸清掃を実施。

【海岸管理者の対応】
　管理者である上北地域県民局が地元業者と契約
し、10月17日から21日まで一川目から横道区間
の海岸の流木を撤去・集積。

【今後の対応】
○県が撤去・集積した流木は、希望者に無償提供し、
処分については引き続き県と協議する。
　
○今回、県で撤去しなかった
二川目の海岸区間は、今後、
国の海岸漂着物処理の補助
金を活用し、町で撤去作業
を実施する予定。

◆住民票等コンビニ交付サービスの開始 ◆海岸漂着物（流木）の対応状況

第１回定例会のお知らせ
令和５年３月２日（木）午前10時から

おいらせ町議会では、
みなさんの傍聴をお待ちしています。

傍聴の際はマスク着用をお願いします。
●問い合せ　議会事務局（本庁舎３階）
●電　　話　０１７８（５６）２１１２

1
2
3
4
5

証明書の種類
住民票の写し（謄本・抄本）
印鑑登録証明書
所得課税（非課税）証明書
戸籍謄本・抄本
戸籍の附票

１通の手数料
３００円
３００円
３００円
４５０円
３００円

た
な
か
し
ょ
う
い
ち

（関連記事６ページ参照）
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